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第１章 

人生 

 

信じ難いかもしれないが、この高い評判を誇る現代文明が恐ろし
く醜く、美的感覚という超越的な特徴を欠き、内面的な美しさを
欠いていることは、まったくもって事実である。 

私たちは、まるで本物のネズミ捕りのような常に不気味な古い建物
を自慢げに見せびらかす。 

世界はとてつもなく退屈になり、同じような古い街並みや不気味
な住居が至る所に存在する。 

東西南北、世界すべてが面倒になっている。 
醜悪で、無愛想で、不毛で、人々は「現代化だ！」と叫ぶ。 
不幸、栄養失調、惨めな人々が何百万と至る所にいる中、私た

ちはスーツを着て、ピカピカの靴を履いて、見栄っ張りな七面鳥の
ようだ。 

シンプルで自然な美しさ、自然体で素朴な、作為や虚飾を排し
た絵画のような美しさは、女性から消えてしまった。今、私たちは
現代的であり、それが人生なのだ。 

 人々は恐ろしく残酷になった。優しさは冷え切ってしまい、他人
に同情する者は誰もいなくなった。 

高級デパートのショーケースには、不幸な人々には到底手の届
かないような豪華な商品が並んでいる。 

社会から「のけ者」にされた人たちができることといえば、絹や宝石、
豪華なボトルに入った香水、豪雨に備えた傘を見上げることくらいだ。 

現代人は粗野になりすぎている。友情の香りも誠意の香りも、根本
的に消えてしまった。 

群衆はうめき声をあげ、税金で過重な負担を強いられ、誰もが困っ
ている。誰かが私たちに借りがあり、または私たちが誰かに借りがあり、訴え
られても支払うものがない。心配事が私たちの脳を蝕み、平和に暮らしている
者は誰もいない。 

官僚たちは、幸福の太っ腹を抱え、おいしいタバコを口にくわえ、
それを心理的な拠り所にして、国民の痛みなどお構いなしに、政治
的な曲芸に興じている。 

今日では、誰も幸せではなく、特に中産階級は、剣と岩の間に
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挟まれているようなものだ。 
金持ちも貧乏人も、信者も信仰がない者も、店主も乞食も、石畳職

人もブリキ職人も、生きなければならないから生きている。彼らは苦悩
から逃れるためにワインを飲み、麻薬中毒者になることもある。 

人々は悪意に満ち、疑心暗⿁になり、不信感を抱き、狡猾になり、
ひねくれ、誰も誰かを信じなくなった。彼らは毎日、新たな条件や証明書、
あらゆる種類の制限、文書、資格証明などを発明するが、そのどれもがもはや
本当の目的を果たしていない。狡猾な者は、このすべてのナンセンスをあざ笑
い、彼らは金を支払わず、刑務所に連行される危険を冒しても法律から逃れる。 

どんな仕事も幸福をもたらさない。真実の愛という感覚は失われ、
人々は今日結婚し、明日離婚する。 

家庭の結束は悲しいことに失われ、有機的な恥はもはや存在せず、
レズビアンと同性愛は手を洗うよりも一般的になった。 

これらすべてについて何かを知ること、これほどまでに腐敗した
原因を突き止めようとすること、探求すること、それが本書で私た
ちが行おうとしていることである。 

私は、この恐ろしい存在の仮面の背後に何が隠されているのかを見つけ出す
ために、日常的で実用的な言葉で話している。  

私は声を大にして考えているのだから、知的な悪党どもに好きなよ
うに言わせておけばいい。 

理論はうんざりするほど市場に出回り、転売されている。だから何
だと言うんだ？ 

理論は私たちを悩ませ、人生をより苦しめるだけだ。 
ゲーテは、正当な理由をもってこう言った。「すべての理論は灰色で

あり、生命である黄金の果実の木だけが緑色である」 
貧しい人々は多くの理論にうんざりしている。 最近、実践的で

あることがよく語られる。私たちは実践的になり、苦しみの原因を真に知る必
要がある。 
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第 2 章 

事実の厳然たる現実 

 

まもなくアフリカ、アジア、ラテンアメリカの何百万人もの人々が
飢えで命を落とすかもしれない。 

噴霧によって放出されるガスは、地球の大気からオゾンを激減
させる可能性がある。 

数人の賢者は、2000 年までには地球の底土は枯渇するだろうと予
測している。 

海洋汚染によって海洋生物が死滅していることは、すでに証明
されている。 

間違いなく、このままでは今世紀末には大都市のすべての住民が
煙から身を守るために酸素マスクを着用しなければならなくなる
だろう。 

汚染がこのまま続けば、魚は食べられなくなり、汚染された水に住
む魚は健康を害することになる。 

2000 年以前には、純粋な水の中で海水浴ができる海岸を見つけ

ることはほとんど不可能になるだろう。 

土壌と下層土の過剰な消費と搾取により、土地はやがて人々を養う
ために必要な農産物を生産できなくなるだろう。 

間違って人間と呼ばれている「知的動物 」は、このような汚物で海
を汚染し、自動車や工場からの煙で大気を汚染し、地下での原子爆発
や地殻に有害な元素の乱用で地球を破壊している。彼らが地球とい
う惑星に⾧く恐ろしい苦悩を与えていることは明らかであり、それ
は間違いなく大災害で終わるだろう。 

「知的動物」が猛スピードで自然環境を破壊しているため、世界が
2000 年の瀬戸際を超えるのは困難である。 

間違って人間と呼ばれている「理性的な哺乳類」は地球を破壊し、
人が住めないようにしようとしており、それが成功していることは明
らかである。 

海に関する限り、すべての国によって海が一種の巨大なゴミ捨て場
と化していることは明らかだ。 
世界中のゴミの 70％が、すべての海に流れ込んでいる。 
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大量の石油、あらゆる種類の殺虫剤、複数の化学物質、有毒ガス、
神経毒ガス、洗剤などが、海に生息するすべての生物種を絶滅させ
ている。 

海鳥やプランクトンなど、生命維持に不可欠な生物が破壊され
ている。 

海洋プランクトンの絶滅は計り知れないほどに深刻なことは疑いの
余地がない。なぜなら、この微生物は地球の酸素の 70％を生産して
いるからである。 

科学的な調査によると、大西洋と太平洋のある地域では、すでに原
子爆弾の爆発による放射性廃棄物で汚染されるといった現象が起きて
いるという。 

世界各地の大都市、特にヨーロッパでは、淡水は飲まれては捨て
られ、浄化されてまた飲まれる。 

「超文明化」した大都市では、食卓に供される水は何度も人体を通
過する。 

南米コロンビア共和国のベネズエラとの国境にあるククタ市では、
住民はパンプローナから流れ出る汚物を運ぶ川の汚水を飲むことを余
儀なくされている。 

私は、「北の真珠」（クーカタ）にとって大惨事となったパンプロ

ニータ川について、強調して話したい。 

幸いなことに、現在では別の水路が市内に水を供給しているが、
市民はパンプロニータ川からの下水を飲むのを止めることはない。 

巨大なフィルター、巨大な機械、化学物質が、ヨーロッパの大
都市の下水を浄化しようと試みている。しかし、この汚れた廃水
が人体を何度も通過するため、伝染病が引き続き発生している。 

有名な細菌学者たちは、大都会の飲料水からあらゆる種類のウイル
ス、コリバシ、病原菌、結核菌、腸チフス、天然痘、幼虫などを
発見している。 
 信じられないかもしれないが、ヨーロッパ諸国の飲料水処理施設
では、ポリオワクチンのウイルスが検出されている。 

さらに、水の浪費はひどいものだ。現代の科学者たちは、1990 年
までに合理的な人類は渇きで死ぬだろうと主張している。 

最悪なのは、「知的動物」の濫用によって地下の淡水資源が危機
に瀕していることだ。 

油田の無慈悲な開発は、致命的な結果をもたらし続けている。地
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球内部から採掘された石油は地下水を通過し、地下水を汚染する。 

その結果、石油は 100 年以上にわたって地球の地下水を汚染して

きた。 

その結果、植物や、多くの人々までが命を落とす。 

では、次に生き物の生命維持に欠かせない空気について少し話を
しよう...。 

肺は、呼吸するたびに半リットル、つまり 1 日に約 12 立方メートル
の空気を取り込む。この量に地球の住民 45 億人をかけると、人類全
体が 1 日に消費する正確な酸素量となり、地球の表面に生息 
する他のすべての動物が消費する酸素量は言うまでもない。 

私たちが吸い込む酸素はすべて空気中に含まれており、大気中の酸
素は、汚染によって破壊されつつあるプランクトンと、植物の光合成
活動によるものである。残念ながら、酸素の貯蔵量はすでに枯渇し
つつある。 

間違って人間呼ばれている「理性的な哺乳類」は、数え切れないほど
の産業を通じて、光合成に必要不可欠な日射量を減らし続けている。
このため、現在植物が生産する酸素の量は、前世紀に比べて大幅に減少してい
る。 

この地球規模の悲劇の最も深刻なことは、「知的動物」が海を汚染
し続け、プランクトンを破壊し、植物を枯死させていることである。 

「理性的な動物」は、酸素源を破壊し続ける「理性的なヒューマ
ノイド」が常に大気中にまき散らしている「スモッグ」は、人を
殺すだけでなく、地球の生命を危険にさらす。 

「スモッグ」は酸素の貯蔵量をなくすだけでなく、人々の命も奪っ
ている。 

「スモッグ」は治療不可能な奇妙で危険な病気を引き起こす。 
スモッグは太陽光線や紫外線が大気中に入るのを妨げ、深刻な大

気汚染を引き起こす。 
氷河、赤道に向かう極地の氷、恐ろしい周期、地震など、気候変

動の時代がやってくる。 
電気エネルギーの使用ではなく、乱用が原因となり、2000 年には、

地球の一部の地域でより気温が上昇し、これが地軸の回転の過程に寄
与する。 

やがて地球の赤道に極が形成され、後者が極になる。 
極の融解が始まり、火災に先立つ新たな大洪水が目前に迫っている。 
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今後数十年で、二酸化炭素は増加し、この化学元素は地球の大気
中に厚い層を形成するだろう。 

このようなフィルターや層は、残念ながら熱放射を吸収し、致命
的な温室として機能する。 

地球の気候は各地で温暖化し、その熱で極地の氷が溶け、海の水位
がとんでもなく上昇する。 

状況は悲惨で、肥沃な土壌は失われつつあり、毎日食料を必要と
する 20 万人のの人が生まれる。 

来るべき世界的な飢饉の大惨事は本当に恐ろしい。それはもう私
たちの目の前にやって来ている。 

現在、年間 4,000 万人が食糧不足による飢餓で命を落としている。 

森林の犯罪的な工業化、鉱山と石油の無慈悲な搾取は、地球を砂漠
に変えようとしている。 

原子力エネルギーが人類にとって致命的であることは事実だが、今
日、科学者によって発明された「死の光線」、微生物爆弾、その他
多くの恐ろしく破壊的で悪性な要素が存在することもまた事実であ
る。 

疑いなく、原子力エネルギーの生産には大量の熱が必要であり、
その制御は難しく、いつ大惨事を引き起こすかわからない。 

原子力エネルギーは膨大な量の放射性鉱物を必要とするが、その
30％しか使用されていないため、地中の土壌は急速に枯渇している。 

地中に放置された放射性廃棄物は恐ろしく危険だ。原子力廃棄物に
安全な場所はない。 

原子炉廃棄物処理場から発生するガスのほんの一部でも漏れ出せ
ば、何千人もの人々が死ぬだろう。 

食物や水の汚染が遺伝子の変化をもたらし、奇形や怪物のような生
物が生まれる。 

1999 年までには、本当に恐ろしい原発事故が起こるだろう。 
人類が生き方を知らず、恐ろしく退化しているのは確かであり、

率直に言って奈落の底に落ちている。 

この問題全体の最も深刻な側面は、飢饉、戦争、貧困、私たち自身

が生きているこの惑星の破壊などと言った荒廃の要因が、私たち自身

の中に存在し、私たちがそれを内面、自分自身の心理の中に抱えてい

る、ということである。
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第 3 章 

幸福 

 

人々は毎日働き、生き残るために奮闘し、何らかの形で存在し
たいと思っているが、幸せではない。 

「幸福」という言葉は、ここらで「中国語」と言われるような
もので（＊訳注：遠い異国の言葉、の意）、最も深刻なのは、
人々がそれを知っていながら、あまりに多くの苦い思いの中で、
幸せになる方法を知らないまま、いつか幸福を得ることができる、と
いう希望を失わないことである。 

貧しい人々は、どんなに苦しんでいることか！それでも彼らは生き
たいと願い、命を失うことを恐れている。 

もし人々が革命的な心理学について少しでも理解していれば、違っ
た考え方もできるかもしれない。しかし、実際のところ、彼らは何も
わかっていない。彼らが求めるのは、苦しみの中で生き残ることだけ、
それだけである。 

楽しい瞬間、とても心地よい瞬間はあるが、それは幸福ではない。 
「パーティ」、「飲み屋のはしご」、泥酔、乱交、それは獣のような

快楽だが、幸福ではない...。しかし、酔わずに、獣姦せずに、アルコ
ールなしで、健全なパーティーもある、それも幸福ではない。 

あなたは人を愛する人だろうか？ダンスをしている時、どう感じる
だろうか？誰かに恋をしているだろうか？それは本当に愛だろうか？
好きな人と踊っているとき、あなたはどのように感じるだろうか？ち
ょっと残酷なことを言わせてもらうが、これも幸せではない。 

もしあなたがすでに年を取っていて、これらの快楽に魅力を感
じていないのなら、もしこの話に嫌気がさすようならば、はっき
り言って申し訳ないが、あなたが若くて幻想を心に抱いていれば、
また違っていただろう。 

いずれにせよ、何を言おうが、踊ろうが踊るまいが、恋をしようがし
まいが、お金というものがあろうがなかろうが、あなたは反対するか
もしれないが、あなたは幸せではない。 

人は幸福を探し求めながら一生を過ごし、幸福を見つけられないま
ま死んでいく。 

ラテンアメリカでは、いつか宝くじで大当たりを引き当てたいと
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願い、そうすれば幸せになれると信じている人たちが大勢いる。
そして実際に大当たりを引き当てる者もいるが、それでも彼らが熱望
した幸せがやって来るわけではない。 

若い頃は、理想の女性、『千夜一夜物語』のお姫様のような非凡
な女性を夢見る。しかし後に厳しい現実がやって来る。妻や小さ
な子供たちを食べさせなければならなくなり、経済的な困難がや
ってくる。子供たちが成⾧するにつれ、問題も大きくなり、不可能
になるのは間違いない......。 

子供が大きくなるにつれ、靴はどんどん大きくなり、値段も高くな
るのは言うまでもない。 

当然、子供が成⾧すれば、服もより高価になる。お金があれば問題
はないが、なければ深刻な問題となり、ひどく苦しむことになる......。 

このようなことは、良い女性がいれば多かれ少なかれ耐えられるだ
ろうが、哀れな男が裏切られ、「妻が不倫をした」としたら、お金を
追いかけて奮闘してきたことに何の意味があるだろう。 

残念なことに、豊かなときも不幸なときも、素晴らしい女性、真の
伴侶であるすばらしい例もあるが、ひどいことに男がその妻に感謝
する術を知らず、さらに最悪なことに、自分の人生をより惨めにす
る他の女のために、その妻を見捨ててしまうという異常なケース
もある。 

「魅力的な王子様」を夢見る乙女は多いが、残念なことに現実に
はまったく違った展開となり、現実の世界では哀れな女性が処刑
人と結婚する......。 

女性の最大の夢は、美しい家庭を持ち、母親になるという、「聖
なる定め」である。しかし、たとえ男性が彼女にとって非常に良い
人であったとしても（そうでないことが多いが）、最終的にはす
べては過ぎ去る。息子や娘は結婚し、家を出て行くか、両親に感
謝することもなく、最終的には家庭は終わりを告げる。 

結局のところ、私たちが生きるこの残酷な世界には、幸福な人間な
ど存在しないのだ。貧しい人間はみな不幸なのだ。 

人生において、私たちは多くの人たちに出会った。お金に溢れ、問
題だらけで、あらゆる種類の訴訟を起こし、税金などで過重な負担を
強いられている。彼らは幸せではない。 

健康でなければ、金持ちであっても意味がない。 
 不幸な金持ちたちよ！彼らは時に、どんな乞食よりも惨めだ。 

物事が過ぎ去り、人が過ぎ去り、アイディアなどが過ぎ去る。お金
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を持っている人は過ぎ去り、お金を持っていない人もまた過ぎ去るが、
誰も真の幸福を知ることはない。

多くの人は、ドラッグやアルコールによって自分自身から逃れよう

とする。しかし実際には、そのような逃げ道を見つけられないばかり

か、さらに悪いことに、彼らは悪徳の地獄に囚われている。 

アルコール、マリファナ、「LSD」などの友は、悪質な人間が人生
を変えようと決心すると、まるで魔法のように消えてしまう。 

「私」、「私自身」や「エゴ」から逃げても、幸せは得られない。
「雄牛の角をつかんで」「我」を観察し、痛みの原因を突き止めるため
に「我」を研究するのは、興味深いことだ。 

このような不幸と苦渋の本当の原因を発見すれば、何かがなさ
れるのは明らかだ......。 

もし、「私自身」、「自分の飲酒の『我』」、「悪徳の『我』」、
私たちの心に苦痛を与える執着の『我』、自分の頭脳を破壊し、病気
にする自分の心配事などに終止符を打つことに成功したら、その時、
時間を越えた、肉体、執着、マインドを超えたもの、私たちの理解を超
えるもの、そして「幸福」と呼ばれるものがやってくることは明らか
だ！ 

紛れもなく、意識が「私自身」、「我自身」の中に閉じこもってい
る限り、真の幸福を知ることはできない。 

幸福には、「我自身」、「私自身」が知らない味わいがある
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第 4 章 

自由 

 

自由の意味は、いまだに人類には把握されていないものだ。 
自由という概念は、常に多かれ少なかれ誤解されてきたものであり、

深刻な誤りの対象となってきた。 
言葉をめぐって争いが起き、不条理な結論にいたり、あらゆる種

類の暴挙が行われ、戦場で血が流されるのは確実だ。 
自由という言葉は魅力的で、誰もが好んで使うが、本当の意味で

の理解はなく、混乱がある。 
自由という言葉を同じように、同じように定義する人を何十人も

見つけることはできない。 
自由という言葉は、主観的合理主義には理解できないだろう。 

この言葉について、誰もが異なる概念を持っている。人々の主

観的な意見には、完全に客観的な現実が欠如している。 

自由という問題が提起されるとき、どのマインドにも矛盾、曖昧さ、
不調和が存在する。 

あの『純粋理性批判』や『実践理性批判』の著者であるエマニュ
エル・カントでさえも、この言葉の正確な意味を理解するという目
的で、この言葉を分析することはなかったはずだ。 

自由、美しい言葉、麗しい単語－この名の下に、どれだけの犯
罪が行われてきたことか！ 

当然ながら、この自由という言葉は大衆を催眠にかけてきた。山も
谷も川も海も、この魔法の言葉の呪文によって血に染まった。 

歴史上で、人生において自由という問題が持ち上がるたびに、ど
れだけの旗が、どれだけの血が、どれだけの英雄が沸き起こった
ことか。 

残念ながら、高い代償を払って独立を果たした後も、奴隷制度は各
個人の中で続いている。 

誰が自由なのか、誰がかの有名な自由を手に入れたのか、何人が解
放されたのか、あぁ、なんて残念なんだ！ 

思春期の子どもは自由を切望する。パンと庇護と避難所があれば、
自由を求めて親元から逃げ出したくなるのは、信じられないことの
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ように思える。 

家庭ですべてを手に入れた若者が、自由という言葉に魅せられて、
逃げ出したい、家を離れたい、と思うのは不自然なことだ。幸せな家
庭であらゆる快適さを享受しつつ、世界の土地を旅して苦痛に浸る
ために、自分の持っているものを失いたいと思うのは奇妙なことだ。 

惨めな者、人生から追放された者、乞食が、より良い変化を求めて、
スラム街や掘っ立て小屋から逃げ出したいと切望するのは、正しい。
だが、甘やかされた子供、母親に大事にされている息子が逃げ道を探
すのは、矛盾しており、愚かでさえある。しかし、実際そういうもの
だ。自由という言葉を、誰も正確に定義することができないにも
関わらず、その言葉に魅了され、魅入られるのだ。 

少女が自由を求め、家を変えたいと願い、親元から逃れてより良
い生活を送るために結婚したいと願うのは、母親になる権利がある
のだから、ある意味では論理的である。しかし、結婚後、その少女
は自分が自由ではなく、あきらめて奴隷の鎖に耐えなければなら
ない状況であることに気づく。 

多くの規則に疲れた従業員は、自由になりたがる。そして、なんと
か独立しようとしても、自分の利益や関心事の奴隷であり続けるとい
う問題に直面する。 

確かに、私たちは自由のために戦うたびに、勝利にもかかわらず
失望してしまう。 

自由の名の下に、これほど多くの血が無駄に流され、それでも私た
ちは自分自身と他者の奴隷であり続けている。 

辞書で文法的に説明されていても、決して理解できない言葉を
めぐって人は争う。 

自由は自分の中で達成するものだ。誰も自分の外でそれを達成する
ことはできない。 

「宙を駆ける」とは、実に東洋的な表現で、本物の自由を感じさ
せる。 

意識が自己の中に、自分自身の中に瓶詰めにされている限り、
現実には誰も自由を体験することはできない。 

この私自身、自分という人間、自分が何者か、を理解するために、
心から自由を手に入れたいと願うとき、その必要性は切迫したも
のとなる。 

この「私」の問題、「我」、自分自身についての問題全体を理解
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することなしに、奴隷の足かせを破壊することはできない。 
奴隷とは何か、私たちを束縛しているものとは何か、その障害とは

何か。これらすべてを突き止める必要がある。 
金持ちも貧乏人も、信者も非信者も、たとえ自分が自由だと思ってい

ても、強制的に投獄されている。 
意識、本質、私たちの中にある最も価値あるまっとうなものが、自

己の中、「私」自身の中、自身の渇望や恐怖の中、自身の欲望や情熱
の中自身の心配や暴力の中、自身の心理的欠陥の中に封じ込められた
ままである限り、それは正式な牢獄の中にあることになる。 

自由という感覚は、自分自身の心理的な牢獄という足かせが消滅
して初めて完全に理解できる。 

「我自身」が存在する限り、意識は牢獄の中にある。牢獄からの脱出

は、仏教的な消滅、自己の溶解、自己を灰にすること、宇宙の塵に

することによってのみ可能である。 

欲望もなく、情熱もなく、執着も恐怖もない、自己を完全に欠い
た自由な意識は、真の自由を直接体験する。 

自由という概念は自由ではない。それは自由について私たちが形
成する意見は、現実とはかけ離れている。自由について私たちが
形成する考えは、本当の自由とは何の関係もない。 

自由とは、私たちが直接体験しなければならないものであり、それ
は心理的に死ぬこと、「我」を解消すること、「私自身」と永遠に決
別することによってのみ可能となる。 

どうせ奴隷のままなら、自由を夢見続けても意味がない。 
自分自身をありのままに見て、私たちを形式的な牢獄に閉じ込め

ている奴隷の足かせを注意深く観察する方がいい。 
自分自身を知ることで、自分の内面にあるもを見ることで、真

の自由への扉を見つけることができる。 
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第 5 章 

振り子の法則 

 

家に掛け時計があるのは、時間を把握するためだけでなく、少し
考え事をするのにも面白い。 

振り子がなければこの種の時計は動かない。振り子の動きには大き
な意味がある。 

古代には進化のドグマは存在しなかった。賢者たちは、歴史的プロ
セスは常に振り子の法則に従って展開することを理解していた。 

すべてのものは、この素晴らしい法則に従って浮き沈みし、上昇し、
下降し、繫栄、衰退し、行き来する。 

すべてのものが揺れ動き、すべてのものが時間の支配を受け、すべ
てのものが進化し、退化するという事実は何もおかしなことではない。 

振り子の一方の極には喜び、そしてもう一方には痛みがある。私
たちの感情、思考、憧れ、欲望はすべて、振り子の法則に従って揺れ
る。 

希望と絶望、悲観主義と楽観主義、情熱と苦痛、勝利と失敗、利益
と損失は、確かに振り子の両極端に対応している。 

エジプトがその権力と荘厳さをもって、聖なる川岸で繁栄した。しか
し、振り子が反対側に振れ、その逆に振れた時、エジプトは没落した。
ファラオの国は没落し、預言者たちが愛したエルサレムの都が興った。 

振り子が位置を変えた時イスラエルは滅亡し、逆の極限に達した時
にはローマ帝国が興った。 

振り子は帝国を興し、衰退させ、強大な文明を興し、そして滅亡さ
せる。 

私たちは、さまざまな偽の秘教主義や偽のオカルト主義の学校、宗
教、宗派を振り子の右端に位置づけることができる。 

そして振り子運動の左端に、唯物論的、マルクス主義的、無神論
的、懐疑的など、振り子の動き、変化、継続的な変化に支配される
反対派のすべての学派を位置づけることができる。 

宗教的狂信者は、異常な出来事や失望によって、振り子の反対側に
揺れ動き、無神論者、唯物論者、懐疑論者になることがある。 

唯物論的で無神論的な狂信者は、何らかの異常な出来事、おそらく
は超越的な形而上学的出来事、言いようのない恐怖の瞬間によって、
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振り子の振れ幅の反対の極端に導かれ、耐えがたい宗教的反動主義者
に変わってしまう。 

例としては、ある司祭が密教主義者に極論で敗れ、絶望して不信
心者となり数学者になった事例がある。 

私たちは、ある無神論者で無信仰の女性が、形而上学的な決定的な

事実に直面し、実践的な秘教主義の立派な提唱者となったケースを知

っている。 

真実の名の下に、真の絶対的な唯物論的無神論者は偽物であり、
存在しないと宣言しなければならない。 

避けられない死を目の前にした時、言いようのない恐怖に襲われる
瞬間、永遠の存在の敵である唯物論者や不信心者たちは、瞬時に振り
子の反対側に振れ、無限の信仰と多大な献身をもって祈り、泣き、泣
き叫んでいる自分に気づく。 

弁証法的唯物論の著者であるカール・マルクス自身、ユダヤ教の
宗教的狂信者であり、彼の死後、ラビの⾧による葬儀が行われた。 

カール・マルクスが唯物弁証法を推敲した目的はただ一つ、「懐疑
によって世界のあらゆる宗教を破壊する武器を作ること」であった。 

これは宗教的嫉妬が極限まで高まった典型的なケースである。マル
クスは他の宗教の存在を一切受け入れられず、弁証法によってそれら
を破壊することを好んだ。 

カール・マルクスは『シオンの議定書』のひとつに従ったが、それに
はこう書かれている。「世界が唯物主義と忌まわしい無神論主義で溢
れていても重要ではない。私たちが勝利する日には、体系化されたモ
ーゼの宗教を広め、弁証論的に教え、世界の他の宗教の存在を許さな
い。」 

大変興味深いことに、ソ連では宗教は迫害され、人々は唯物論的な
弁証法を教えられている。その一方で、シナゴーグではタルムード
も聖書も宗教も、何の問題もなく自由に機能している。 

ロシア政府の主人たちはモーゼの掟を信奉する宗教狂信者だが、弁
証法的唯物論という茶番劇で国民を毒している。 

私たちはイスラエルの人々に対して決して声を荒げるようなこ
とはしない。私たちが声を荒げているのは、隠された目的を追求する、
特定の二枚舌のエリートたちに対してだけである。モーゼの宗教を
密かに実践しながら、唯物論的弁証法で人々を毒しているのだ。 

唯物主義と精神主義は、あらゆる種類の理論、偏見、先入観の続編と
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ともに、振り子の法則に従って心の中で進行し、時代や習慣に応じ
て流行を変える。 

霊と物質という 2 つの概念は、非常に議論の余地があり、誰も理

解していない茨の道だ。 

マインドは精神について何も知らず、物質について何も知らない。 
概念とはあくまでも概念である。現実は概念ではないが、マインド

は現実について多くの概念を作り出すことができる。 
精神は「存在（ビーイング）」の精神であり、自分自身しか知るこ

とができない。 
「『存在（ビーイング）』は『存在（ビーイング）』であり、『存

在（ビーイング）』の『存在（ビーイング）』意義は『存在（ビーイ
ング）』そのものである。」と書かれている。 

唯物神の狂信者たち、弁証法的唯物論の科学者たちは、100 パー
セント経験的で不合理だ。彼らは物質について実際には何も知ら
ないのに、自分勝手な目もくらむような愚かな自惚れを持ちつつ話
す。 

物質とは何か、愚かな科学者の誰が知っているのか？話題の物質も
また、非常に議論の余地のある、かなり茨の道的な概念である。 

物質とは何か。綿か、鉄か、肉か、澱粉か、石か、銅か、雲か。そ

れとも・・・すべてが物質であると言うのは、まるで人間の器官全体

が肝臓であるとか、心臓であるとか、腎臓であると主張するような不

合理なことであり、実証的でばかげている。あるものはあるものであ

り、別のものは別のものであることは明らかであり、すべての器官は

異なり、すべての物質は異なる。では、これらすべての物質のうち、

それほど評判の高い物質はどれなのか？ 

多くの人が振り子の概念をもて遊んでいるが、実際にはその概念は
現実ではない。 

マインドが知っているのは自然の幻想的な形だけで、そのような形
に含まれる真実については何も知らない。 

セオリーは時代や年月とともに廃れ、学校で学んだことはその後役
に立たなくなる。結局のところ、誰も何も知らないのだ。 
 振り子の右端や左端にある概念は、女性のファッションのように通
り過ぎていく。これらはすべて心のプロセスであり、知性の表面にあ
るもの、ナンセンスなもの、知性の虚栄である。 
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どのような心理学分野であれ、他の学問分野や論理的に可能性のある
心理学的プロセスとは対立する。ある論理的に構築された心理的な
プロセスに、別の似たプロセスが対立する。それがどうしたとい
うのだ。 

私たちが関心があるのは、現実、真実である。しかし、これは振り

子の問題ではなく、理論や信念の揺れの中に見出されるものではない。 

真実とは、瞬間から瞬間へと、未知のものだ。 

真実は振り子の中心にあり、極右でも極左でもない。 

イエスは「真理とは何か」と問われたとき、深く沈黙した。ブッダも
同じ質問をされたとき、背中を向けて立ち去った。 

真実とは、意見や理論、極右や極左の偏見の問題ではない。 
マインドが真理について作ることができる概念は、決して真理で

はない。 

理解者が考える真実は決して真実ではない。 

私たちが真実についてどんな意見を持っていようと、それがど
んなに立派なものであろうと、決して真実ではない。 

精神主義の潮流も、それに対抗する物質主義者も、私たちを真実
に導くことはできない。 

真実とは、火に指を突っ込んで火傷をしたり、水を飲み込んで溺れ
たりするように、実際に体験しなければならないものなのだ。 
 振り子の中心は自分自身の中にあり、そしてそこでこそ、私たち
は本当のこと、真実を発見し、直接体験しなければならないのだ。 

自分自身を発見し、深く知るためには、自分自身を直接探求す
る必要がある。 

真実の体験は、「自分自身」を構成する好ましくない要素を排除し
たときに初めてもたらされる。 

誤りを排除することによってのみ、真実が生まれる。「私自身」、
私の誤り、偏見や恐れ、情熱や欲望、信念や姦淫、知的な包容やあら
ゆる種類の自己充足感を崩壊させることによってのみ、真の体験が私
たちにもたらされるのだ。 

真実は、言われたこと、言われなかったこと、書かれたこと、書か
れなかったこととは何の関係もない。 

マインドが真理を探すことができないのは、それを知らないからで
ある。マインドが真理を認識できないのは、それを知らないから
である。真理は、「自分自身」、「私自身」を構成する望ましく
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ない要素をすべて取り除いたときに、私たちに自然にもたらされる。 

意識が「私自身 」の中に瓶詰めにされている限り、現実のもの、肉
体や感情やマインドを超えたもの、真実であるものを経験すること
はできない。 

「私自身」が宇宙の塵に還元されたとき、意識は解放され、はっき
りと目覚め、真実を直接体験することができる。 

偉大なるカビール・イエスは、それなりの理由をもってこう言われ
た。「真実はあなたを自由にする」。 

真理を体験したことのない人間が、5 万の理論を知ったところで
何の意味があるのか？ 

どのような人の知的体系も非常に尊敬に値するが、どのような体
系も別の体系によって対立される。 

自分自身を知り、いつか「現実」、「真実」を直接体験するた
めに、自分自身を探求する方がいい。 
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第 6 章 

概念と現実 

 

概念と現実が絶対に同じだと誰が、何が保証できるのか？ 
概念と現実は別ものであり、自分の概念を過大評価する傾向が存

在する。 
現実と概念がイコールであることはほとんどありえない。しかし、

マインドは自らの概念に催眠術をかけられ、常に概念と現実が同じ
であると思い込んでいる。 

厳密な論理によって正しく構成された心理的プロセスが、類似した、
あるいはより優れた論理によって最近形成された別のプロセスと対立
する。それでは、どうなるのか。 

厳格な知的構造の中で厳しく鍛錬された 2 つのマインドが、あれや

これやの現実について極論を戦わせながら、それぞれが自分の概念

の正しさを信じ、相手の概念の偽りを信じている。しかし、どちら

が正しいのだろうか。どちらの場合においても、誰が正直に保証で

きるだろうか。どちらが、概念と現実は同じだと示すのだろうか。 

明らかに、それぞれの頭脳はそれ自体が全世界であり、私たち一人
ひとりの中には、概念と現実の絶対的な平等性を信じようとする、
一種の尊大で独裁的な教条主義が存在する。 

根拠の構造がいかに強固であろうとも、概念と現実の絶対的な

同等性を保証するものは何もない。 

知的な管理プロセスの中に自己を閉じ込めている者は、常に現象の
現実と精緻化された概念とを一致させたがるが、これは妄想の中での
理論づけでしかない。 

残念なことに、人々はあらゆる自然現象に自分の偏見、概念、先入
観、意見、理論を見出そうとする。 

現象が賢者に語りかけるのは正しいことだが、残念ながらこの時代
の賢者は現象を見る方法を知らない。 

信じられないかもしれないが、現代の科学者は自然現象について何
も知らない。 

私たちが自然の現象に自分自身の概念を見るとき、それは現象を
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見ているのではなく、概念を見ているのである。 
しかし、愚かな科学者たちは、その魅惑的な知性に幻覚を見て、現

実は異なるにもかかわらず、自分たちの概念のそれぞれが、観察さ
れたこの現象やあの現象と絶対に同じだと愚かにも信じている。 
 私たちの主張が、あれやこれやのロジカルな手続きによって自閉
された者によって拒絶されることを否定するものではない。疑いな
く、知性の本質にはない形で、知性の教皇的、教条的条件である。 
 正確に練られた概念が現実と正確に一致しないことを受け入れる人
もいるかもしれない。 

精神は、感覚を通してあれやこれやの現象を観察するやいなや、
すぐにその現象に科学的なレッテルを貼ろうとする。 

心は新しいものを受け入れる方法を知らないが、非常に複雑な用語
を発明して、自分が知らないことを自己欺瞞的な方法で修飾しようと
する方法は知っている。 

今度はソクラテスの意味で言えば、心は無知であるだけでなく、無
知であることにも無知である。 

現代人の心はひどく浅はかで、自らの無知を覆い隠すために難し
い事実用語を作り出すことに特化している。 

第一は、巷にあふれる主観的な理論の腐った山にほかならない。偉
大な悟りを開いた者たちの純粋な科学、存在の客観的な科学はそれ
とは別物である。 

まず自分自身が死ななければ、宇宙科学のアンフィシアターに入り
込むことはできないのは間違いない。心理学の「私」を構成する、私
たちの中にある筆舌に尽くしがたい要素をすべて分解する必要がある。 

自己の超越的な意識が続く限り、それは変わらない。 
「存在（ビーイング）」の超越した意識が「私自身」の主観的な概

念や理論の中に瓶詰めにされているため、自分自身の内の自然現象
そのものの厳しい現実を直接知ることは絶対に不可能なのだ。 

自然の実験室の鍵は、死の天使が彼の右手に握っている。 
誕生という現象から学ぶことはほとんどないが、死からはすべてを

学ぶことができる。 
純粋科学の不可侵の神殿は、黒い墓穴の底にある。胚芽が死ななけ

れば、植物は生まれない。死によってのみ、新しいものが生まれ
る。 

エゴが死ぬと、意識は目覚め、自然のすべての現象が彼ら自身の中
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に存在し、彼ら自身のためにある現実を見るようになる。 
意識は、肉体、感情、マインドを超えた人生の厳しい現実、自ら

直接体験したことを知っている。 
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第７章 

意識の弁証法 

 

私たちが自分の中に抱えている好ましくない要素を排除すること
に関連する秘教的な作業では、時に煩わしさ、倦怠感、疲労感が生じ
る。 

疑う余地もなく、私たちが本当に根本的な変化を望むのであれば、
私たちは常に原点に立ち返り、心理学的な仕事の基本を再評価する必
要がある。 

内面的な完全な変容を本当に望むなら、秘教のワークを愛するこ
とは不可欠である。 

変化につながる心理的なワークを愛さない限り、原則の再評価は不
可能に近い。 

ワークを愛していなければ、それに興味を持つことができると考
えるのも不条理である。 

つまり、何度も何度も心理的なワークの基本を見直そうする際に
は、愛は先延ばしにはできないということだ。 

まず第一に、このいわゆる意識というものが何であるかを知る
ことが急務である。なぜなら、多くの人々はそれについて何も知
ろうとしなかったからだ。 

リング上でノックアウトされたボクサーが意識を失うのを知らない
人はいない。 

正気を取り戻したとき、不運なファイターは再び意識を取り戻す。 
このことから、人格と意識には明確な違いがあることは誰でも理解

できる。 

この世に生を受けたとき、私たちは皆、3 パーセントの意識と 97 パ
ーセントの潜在意識、低次の意識、無意識の存在を持っている。 

目覚めた意識の 3 パーセントは、自分自身に対するワークにより
増やすことができる。 

純粋に物理的、機械的なプロセスで意識を高めることは不可能だ。 
疑いの余地なく、意識は意識的なワークと自発的な苦しみによっ

てのみ目覚めさせることができる。 
私たち自身の中には、いくつかのタイプのエネルギーがあり、それ
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を理解する必要がある。 
1：機械的エネルギー 
2：生命エネルギー 
3：心理エネルギー 
4：精神エネルギー 
5：意志のエネルギー 
6：意識のエネルギー 
7：純粋な霊のエネルギー 

いくら厳密な機械的エネルギーを増やしても、意識を目覚めさせ
ることはない。 

どんなに生命力を高めても、意識を目覚めさせることはない。 
多くの心理的プロセスは、意識の介入をまったく必要とせず、自分

自身の中で起こっている。 
どんなにマインドを鍛錬しても、精神的なエネルギーが意識のさま

ざまな機能性を目覚めさせることはない。 
意志の力は、それがたとえ無限に増加したとしても、意識を目覚

めさせることはない。 
これらのエネルギーはすべて、意識とは関係のないさまざまなレベ

ルや次元で等級付けされている。 
意識は、意識的なワークと正しい努力によってのみ目覚めさせるこ

とができる。 
人類が持っているわずかな意識の割合は、高まるどころか、人生の

中で無駄に浪費されることが多い。 
私たちの存在のすべての出来事と自分を同一視することによって、

意識のエネルギーを無駄に浪費していることは明らかだ。 
喜劇やドラマや悲劇に決して同一視することなく、人生を映画の

ように見ることで、良心的なエネルギーを節約するのだ。 

意識そのものが、非常に高い振動数を持つエネルギーの一種であ

る。 

意識を記憶と混同してはならない。なぜなら、それは車のヘッドラ

イトの光と、私たちが走っている道路の光のように、互いに非常に

異なるものだからだ。 

多くの行為は、良心と呼ばれるものが関与することなく、自分自身
の中で行われている。 
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私たちの生体の中では多くの調整と再調整が行われている。 
私たちの身体の運動中枢は、車を運転したり、ピアノの鍵盤を弾く

指を指示したりすることができる。 
意識とは、無意識が感知しない光である。 
盲人もまた、太陽の物理的な光を知覚することはできない。むしろ、

太陽自体が存在しているのだ。 

意識の光が、「私自身」、「自分自身」という恐ろしい暗闇を貫通
できるよう、私たちは自分自身を開く必要がある。 

福音書の中でヨハネが言う「光は暗闇の中にあったが、暗闇はそれ
を理解しなかった」という言葉の意味を、私たちはよりよく理解する
ことができるだろう。 

しかし、まず心理学的な自己観察という驚くべき感覚を働かせなけ
れば、意識の光が「私自身」の闇に入り込むことは不可能である。 

心理学のエゴの暗い深淵を照らす光の道を切り開く必要がある。 
そのような自己観察は、変化に関心がなければ不可能であり、

おもしろいことに、秘教の教えを心から愛している場合にのみ可
能なのだ。 

これで読者の皆さんは、私たちがなぜ、自分自身に関するワークに
ついての指示を何度も何度も見直すようアドバイスしているのか、ご
理解いただけるだろう。 

目覚めた意識は、現実を直接体験することを可能にしてくれる。 
残念なことに、弁証法的な論理の論理力に魅了された、間違って人

間と呼ばれる知的動物は、意識の弁証法を忘れてしまった。 
間違いなく、論理的な概念を構築する力はひどく退廃している。 
テーゼからアンチテーゼに移行し、議論を通じて統合論に到達

することはできるが、後者自体は知的概念にとどまり、現実と一
致することはない。 

意識の弁証法はより直接的で、あらゆる現象の現実それ自体を
経験することができる。 

自然現象は、頭で考えた概念とは決して一致しない。 
人生は瞬間から瞬間へと展開し、私たちがそれを分析するため

に捕らえるとき、私たちはそれを殺してしまう。 
自然現象を観察することによって概念を推論しようとするとき、

私たちは実際にはその現象を認識することをやめている。私たちは、
その現象の中、観察された事実にまったく関連しない理論の影や古め
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かしい概念を認識しているに過ぎない。 
知的な幻覚は魅力的であり、私たちは自然界のすべての現象を私た

ちの弁証法的論理と一致させたいと考えている。 
意識の弁証法は、生きた経験に基づくものであり、単なる主観的合

理主義に基づくものではない。 
自然の法則はすべて自分自身の中に存在するものであり、もしそれ

を自分自身の中で発見しなければ、自分自身の外でも発見することは
できない。 

人は宇宙に内包され、宇宙は人に内包されている。 

意識だけが現実を経験できる。意識の言葉は象徴的で、親密で、専

門的な意味を持ち、覚醒した者だけが理解できる。 

意識を目覚めさせたいと願う者は誰でも、エゴ、「私」、「自分
自身」を構成し、本質を封じ込めている好ましくない要素をすべて
自分の中から排除しなければならない。 
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第 8 章 

科学用語 

 

論理的弁証法はさらに、現実の直接的な経験へと私たちを導くこと
のない「～において」と「～について」という命題によって条件づけ
られ、修飾される。 

自然界の現象は、科学者の見立てとはかけ離れている。 
確かに、何か現象が発見されると、すぐに難しい科学用語のレッテ

ルが貼られる。 
明らかに、これらの現代科学の非常に難しい用語は、無知を覆い隠

すための隠れ蓑としての役割しか果たしていない。 
自然現象は決して科学主義の見立て通りではない。 

すべての過程と現象を持つ生命は、瞬間から瞬間へ、瞬間から瞬間
へと進化していくものであり、科学的思考がそれを分析するために停
止させるとき、それは実際に生命を殺すことになる。 

どんな自然現象から導き出された推論も、その現象の具体的な現

実性とは決してイコールではない。しかし残念なことに、科学者のマ

インドは自らの理論に惑わされ、自分の推論の現実性を固く信じ

ている。 

幻覚にとらわれた知性は、現象に自分の概念の反映を見るだけでな
く、さらに悪いことに、独裁的な方法で現象を知性に宿るすべての
概念と正確かつ絶対的に等しいものにしようとする。 

知的幻覚という現象は魅惑的であり、超近代科学の愚か者たちは
誰も自分たちが幻覚を見ている現実を認めようとしない。 

確かに、この時代の知ったかぶりたちは、自分が騙されているとは
決して認めないだろう。 

自己暗示の力によって、科学主義的な専門用語の概念がすべて現
実のものだと信じ込まされているのだ。 

幻覚を見たマインドは明らかに全知全能であると思い込み、独裁的
なやり方で、自然のすべてのプロセスを自らの知恵のレールに沿って
走らせようとする。 

新しい現象が現れるやいなや、それが本当に理解されているかのよ
うに分類され、ラベルが貼られ、あちらこちらに置かれる。 
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現象にラベルを貼るために何千もの用語が考案されているが、偽の
救世主たちはそれらの現実について何も知らない。 

本章で述べていることを端的に示す例として、人体を挙げよう。 
真理の名の下に、この肉体は現代の科学者にはまったく知られて

いないと断言できる。 
このような発言は、現代の科学主義の教皇たちには非常に横柄に

映るかもしれない。疑いの余地なく、彼らの目からすると、私たちは
破門に値するだろう。 

しかし、このような途方もない主張をするには、非常に確かな根拠
がある。残念なことに、妄信的なマインドは自分の偽の知識を確信す
るあまり、自分たちの無知の厳然たる現実を少しも受け入れることが
できないのだ。 

 もし我々が、16、17、18 世紀の最も興味深い人物であるカリオス
トロ伯爵が 20 世紀の今も生きていると、また、中世の面妖な人物で
あるパラケルススが今も存在していると、現代の科学主義の指導者た
ちに話したとしたら、現代の科学主義の指導者たちは間違いなく
我々を笑いものにし、我々の主張を決して受け入れないだろう。 

しかし、これが現実なのだ。本物のミュータントは、何千年、何
百万年も前の肉体を持つ不死身の人間たちなのだ。 

この書の著者はミュータントを知っているが、現代の懐疑主義、科
学主義の幻覚、そして知ったかぶりの者たちの無知の状態を知らない
わけではない。 

これらの理由から、科学的専門用語の狂信者たちが、私たちの異常
な発言の現実を受け入れてくれるとは決して思っていない。 

ミュータントの身体は、この時代の科学用語に対する率直な挑

戦である。 

どんなミュータントの体も、形を変えることができ、無傷で元の状
態に戻ることができる。 

どんなミュータントの体でも垂直軸を貫通することができ、ど
んなミュータントも植物や動物に姿を変えることができ、無傷で
通常の姿に戻ることができる。 

ミュータントの身体は、古い公式解剖学の教科書を激しく覆し
ている。 

残念なことに、誰も科学的な専門用語の妄言を打破することは
できなかった。 
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尊大な玉座に座っている紳士たちは、間違いなく軽蔑の眼差し
で、おそらく怒りの眼差しで、そしておそらくは少しの憐れみの
眼差しで私たちを見るだろう。 

しかし、真実は真実であり、ミュータントの現実はあらゆる超近代
的な理論に反している。 

著者はミュータントについて知っているが、誰も信じてくれると
は思っていない。 

人体のあらゆる臓器は、科学的な専門用語に慣れ親しんだ人々に
はまったく知られていない法則と力によってコントロールされてい
る。 

自然の精霊たち自体、公式科学には知られていない。H2O、水素原
子 2 つと酸素原子 1 つで水を形成する、という最高の化学式は経験か
らくるものである。 

実験室で酸素原子１個と 2 個の水素原子を結合させようとしても、
その結果は水でも何でもない。この式は不完全で、火の元素を欠いて
いるからだ。 

知性主義は、それがどんなに素晴らしいものであっても、私た
ちを現実の経験へと導くことはできない。 

物質の分類やラベル付けに使われる難しい専門用語は、無知を隠す
ための隠れ蓑にすぎない。 

この物質やあの物質が、ある名称と特性を持つという知性の願い
は、忌まわしく耐え難いものだ。 

なぜ知性は全知全能を気取るのか。なぜ知性は、物質や現象が自分
の考えるとおりにあると錯覚するのか。なぜ知性は、自然が自分の理
論、概念、意見、教義、先入観、偏見の完全な複製であることを望む
のか。 

現実には、自然現象は考えられているようなものではないし、自
然の物質や力は決して知性が考えているようなものではない。 

目覚めた意識は、マインドでも記憶でもその類似物ものでもない。
自由な意識だけが、その動きの中で自由な生命の現実を直接体験
することができる。 

しかし、私たち自身の中に主観的な要素が存在する限り、意識は
そのような要素の中に閉じこめられたままであり、したがって継続的
で完全な覚醒を享受することはできないと、私たちは力強く断言し
なければならない。 
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第９章 

反キリスト 

 

心理的「我」の機能主義としてのきらめく知的主義は、間違いなく
「反キリスト」である。 

「反キリスト」が地上のあらゆる場所、あるいはあらゆる国から生
まれた外国人であると考える人々は、確かに完全に間違っている。 

私たちは、「反キリスト」は決して明確な対象ではなく、すべての
対象であると力説してきた。 

明らかに、「反キリスト」は各人の心の奥底に潜んでおり、さまざ
まな形で自らを表現している。 

霊に奉仕する知性は有用であり、霊から切り離された知性は無用と
なる。 

精神性のない知的主義からは、「反キリスト」の顕現である悪党

が生まれる。 

この悪党が「反キリスト」であることは明らかだ。残念なことに、悲
劇と悲惨のすべてを抱える現在の世界は、「反キリスト」によって支
配されている。 

今日、人類が置かれている混沌とした状態は、間違いなく「反
キリスト」によるものである。 

タルソのパウロがその書簡の中で語った「邪悪な者」は、確かにこ
の時代の厳しい現実である。 

「邪悪な者」は神出⿁没で、偏在の能力を持っている。 

彼はカフェで議論し、国連で交渉し、ジュネーブに悠然と座り、実

験室で実験を行い、原子爆弾、誘導ロケット、窒息ガス、細菌爆弾な

どを発明する。 

賢者の専売特許である自らの知的主義に魅了された「反キリスト」
は、自分が自然の現象をすべて既知のものだと信じている。 

「反キリスト」は、自分が全知全能であると信じ、自分の理論の腐っ
た山に瓶詰めにされ、神に似たものや崇拝されるものを手放しで拒絶
する。 

「反キリスト」の自己満足、彼の持つ自尊心と傲慢さは耐え難い。 
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「反キリスト」は、信仰、忍耐、謙遜というキリスト教の美徳
を死ぬほど嫌っている。 

みなが「反キリスト」の前にひざまずく。明らかに、彼が超音波
飛行機、驚異的な船、真新しい自動車、驚くべき医薬品などを発明
した。 

このような状況下で、誰が「反キリスト」を疑うことができよう
か。このような時代に、滅びの子のすべての奇跡と不思議に反対する
勇気をもって発言する者は誰もが、仲間からの嘲笑、皮肉、皮肉、
愚かで無知という嘲りを浴びることになる。 

まじめで勉強熱心な人々にこのことを理解させるのは難しい。彼ら
はすすんで反応し、抵抗する。 

人間と間違って呼ばれている知的動物が、幼稚園、小学校、中学校、
高校、大学などでプログラムされたロボットであることは明らかだ。 

 プログラムされたロボットがプログラム通りに動くことは誰も否定

できない。プログラムが撤去されれば、機能することもできない。 

「反キリスト」は、この退廃した時代の人型ロボットがプログラム
されたプログラムを完成させた。 

これはプログラムに存在しないため、私が言っていることを強調す
るこのような説明をするのは恐ろしいほど難しい。プログラムに含ま
れていないことを認識する人型は存在しない。 

マインドの没頭はとてつもなく、人型ロボットであれば、プロ
グラムが役に立たないと微塵も疑うことはないだろう。なぜなら、
そのロボット自身がプログラムに従って組み立てられており、それ
を疑うことは彼にとって異端であり、不調和であり、不条理に思え
るからだ。 

ロボットがプログラムを疑うことは不条理であり、絶対不可能であ
る。それは、そのロボットの存在自身がそのプログラムに依存し
ているからである。 

残念なことに、物事は人型ロボットの考えている通りにはいかない。
人型ロボットには受け入れられない、別の科学、別の知恵があるの
だ。他の科学や文化、あるいは慣れ親しんだプログラム以外に対す
る対処法がプログラムされていないため、人型ロボットが反応し、
反応するのは当然である。 

「反キリスト」は人型ロボットのプログラムを完成させ、ロボット
は主人の前に謙虚にひれ伏す。 

ロボットがどうして主人の知恵を疑うことができるのか？ 
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 子供は、無垢で純粋な状態で生まれる。一人ひとりの子供を通し
て表現されるエッセンス（本質）は極めて貴い。 

感覚的に知覚できるあらゆる自然現象に含まれる真理をとらえ、理
解するために不可欠な、野性的で、自然な、森林の、宇宙的で、自
発的なデータを、生まれたばかりの子どもたちの脳に自然が与える
ことは、疑いの余地もない。 

つまり、生まれたばかりの子どもは、あらゆる自然現象の実態を自
分で発見することができるのだが、残念なことに、「反キリスト」プ
ログラムが邪魔をし、自然が生まれたばかりの子どもの脳内に与え
られた素晴らしい資質は、すぐに破壊されてしまうのだ。 

「反キリスト」は異なる考えを持つことを禁じている。反キリスト
の命令により、生まれてくるすべての生き物はプログラムされてい
なければならない。 

「反キリスト」が、「宇宙の真理を本能的に知覚する能力」として
知られる貴重な「存在（ビーイング）」の感覚を死ぬほど嫌っているこ
とは間違いない。 

純粋科学は、至る所に存在する退廃しつつある大学の理論の山と
は別物であり、「反キリスト」のロボットには受け入れられない。 

多くの戦争、飢饉、疫病が「反キリスト」によって全地球に蔓延し
ており、最終的な破局が訪れるまで、「反キリスト」がそれらを蔓
延させ続けることは疑いない。 

残念なことに、すべての預言者たちが予告していた大いなる背教
の時が来た。そして「反キリスト」に立ち向かう者は誰もいない。 
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第１０章 

心理的「我」 

 

この「私自身」、「私」とは何か、考え、感じ、行動するものは何か、
という問いを深く知るためには、自分自身を探求しなければならない。 

私たちを惹きつけ、魅了する素敵な理論が至る所に存在する。しか
し、もし私たちが自分自身を知らなければ、これらはどれも何の役に
も立たないだろう。 

天文学を学んだり、真面目な作品を読んで少し気を紛らわせたりす
るのは魅力的だが、学者になって自分自身について、私という人間に
ついて、私たちが持つ人間的人格について何も知らないというのは
皮肉なものだ。 

人はそれぞれ好きなことを考えようと自由であり、人間と間違って
呼ばれる知的動物の主観的な理性は、ささいなことを大げさに言うた
めに、何でもやってのける（＊訳注：原文の直訳は「ノミか馬を作り
出し、馬からノミを作り出すことができる」）。理性主義をもてあそ
ぶ知性偏重主義者はあふれているが、それが何の役に立つのか。 

学ぶということは、賢くなるということではない。妄信的な無知な
者が雑草のように蔓延し、彼らは無知であるだけでなく、自分が無
知であることさえ知らない。 

学んだ無知な人たちとは、自分が知っていると思い込んでいて、自
分のことすら知らない、知ったかぶりの人たちのことだ。 

心理学の「我」について見事に理論化することは可能だが、本章
で扱うのはそのことではない。 

私たちは、「選択」という憂鬱なプロセスを経ずに自分自身を直接
的に知る必要がある。 

もし私たちが、一瞬一瞬、瞬間瞬間、行動中に自分自身を観察し
ていなければ、そのようなことは不可能である。 

それは、何かの理論や単純な知的思索を通して自分自身を見る
ということではない。 

私たちが関心があるのは、ありのままの自分自身を直視することで
あり、真の自己認識は、その方法によってしか到達できない。 

信じられないかもしれないが、私たちは自分自身についての間違っ
た認識を持っている。 
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私たちが持っていないと思うものの多くを私たちは持っており、自
分が持っていると思うものの多くを持っていない。 

私たちは誤った自己概念を形作ってきた。そして自分には何があり、
何が欠けているのかを把握しなければならない。 

私たちは、自分には実際には備わっていない資質があると思い込んで
おり、私たちが持っている美徳については無視している。 

私たちは眠っている、無意識の人間なのだ。残念なことに、私たちは
自分のことを一番だと思っているので、自分が眠っていることを疑
いもしない。 

聖典は覚醒の必要性を主張しているが、その覚醒を達成するた
めのシステムについては説明していない。 

最悪なのは、聖典を読んでいながら、自分が眠っていることさえ理
解していない人が大勢いることだ。 

誰もが自分のことは分かっているつもりで、「多数の教義」という
ものがあることさえ疑っていない。 

私たち一人ひとりの心理的な「我」は実に複数であり、常に多数で
ある。 

つまり、無知な者が常に妄想するように私たちは一人ではなく、多
くの自分がいるということだ。 

「多数の教義」を否定することは、自分自身をだますことであり、実
際、私たち一人ひとりが持っている内なる矛盾を無視することは、愚
かさの骨頂である。 

「私は新聞を読む」と知性の「我」が言い、「そんな読書などクソ食
らえだ、自転車に乗りに行くほうがましだ」と運動の「我」が叫ぶ。
「あったかいパンはどうした。食べるほうがましだ、腹が減った」と
3 人目が不協和音を叫ぶ。 

もし私たちが、ありのままの自分自身を全身鏡で見ることができた
なら、「多数の教義」を自分自身で発見することができるだろう。 

人間の人格は、目に見えない糸で操られている操り人形にすぎ
ない。 

今日、グノーシスへの永遠の愛を誓った「我」は、その後、誓いと

は関係のない別の「我」に取って代わられる。 

今日、ある女性に永遠の愛を誓った「我」は、その後、その誓いと
は関係のない別の女性に取って代わられ、その対象は別の女性と恋に
落ち、トランプでできた家は崩壊する。 
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間違って人と呼ばれている知的な動物は、人であふれた家のよう
だ。 

複数の「我」の間には秩序も調和もなく、彼らはみな互いに争い、
覇権を争う。そのうちの一人が有機的機械の中心となる中枢を掌握す
ると、自分こそが唯一無二の存在であり、支配者であると感じるが、
最後には打倒される。 

このような観点から物事を考えると、知的哺乳類には道徳的責任
感がないという論理的結論に達する。 

間違いなく、機械がある瞬間に何を言うか、何をするかは、その
瞬間にその機械をコントロールしている「我」の種類のみが決定す
る。 

ナザレのイエスがマグダラのマリアの体から 7 匹の悪魔、7 つの
「我」、7 つの大罪の生きた顕現を追い出したと言われている。 

明らかに、これらの 7 匹の悪魔は軍隊の⾧である。従って、内なる
キリストはマグダラのマリアの体から何千もの 「我」を追い出すこと
ができた、という自然な結論を引き出すことができる。 

これらのことを考えれば、私たちが自分の中に持っている唯一の
価値あるものは、悲惨なことに革命的心理学の複数の「我」の中
に囚われている「エッセンス（本質）」であることは明らかだ。 

「エッセンス（本質）」が常にそれ自身の束縛に基づいて作用

するのは残念なことだ。 

疑う余地もなく、「エッセンス（本質）」あるいは「意識」は同じ
ものであり、熟睡している。
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第１１章 

闇 

 

現代における最も困難な問題のひとつは、複雑に入り組んだ理論の
迷宮であることは間違いない。 

間違いなく、偽の秘教主義や偽のオカルト主義の学校は、この時
代、あちこちで法外に増えている。 

魂、本、理論の商品化は恐ろしい。多くの矛盾した考えの網の目
の中で、真に秘密の道を見つけることができる人は稀である。 

この中で最も深刻なのは、知的な魅力である。マインドに到達す
るすべてにより、知的な形でのみ頭をいっぱいにする傾向がある。 

「知性の放浪者」たちは、もはや書籍市場に溢れる主観的で一般的
な書籍の数々だけでは満足せず、今や、雑草のようにそこら中に溢れ
る安価な偽の秘教主義や偽のオカルト主義も貪り、消化不良を起こし
ている。 

その結果、知性の悪党たちは混乱し、方向感覚を失ってしまう。 

私は常にあらゆる種類の手紙や本を受け取っている。差出人はいつ

ものように、これやあの学校について、あれやこれの本について私に

尋ねてくる。私は次のように返信するに止めている。 

「マインドの怠惰をやめなさい。他人の人生を気にする必要はない。
好奇心という動物のエゴを解体することだ。他人の学校のことなど気に
する必要はない。真剣になり、自分を知り、自分を研究し、自分を観
察するのだ」等々。 

本当に大切なのは、自分自身を深く、心のあらゆるレベルで知る
ことだ。 

闇は無意識であり、光は知識である。光が私たちの闇を貫通さ
せなければならない。明らかに、光は闇を打ち負かす力を持って
いる。 

残念なことに、人々は自分自身のマインドの腐敗した汚れた環境の
中に閉じこもり、愛するエゴを崇拝している。 

人は、自分が自分の人生の主人ではないことに気づこうとしない。
実際、一人ひとりが、他の多くの人々によって内側からコントロ
ールされているのだ。それらが私たちが内面に抱えているこれら
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の複数の「我」であることを強調しておきたい。 
それぞれの「我」は、表向きには私たちが考えるべきことをマイン

ドに置き、言うべきことを口にし、感じるべきことを心に置く。 
このような条件下では、人間の人格は覇権を争い、有機機械の中

心となる中枢の最高支配権を熱望するさまざまな「人物」によって支
配されるロボットにすぎない。 

私たち、真理の名の下に人間と誤って呼ばれる哀れな知的動物は、
自分では非常にバランスが取れていると思っているが、心理的には完
全に不安定な状態で生きている、ということを厳粛に断言しなければ
ならない。 

知的哺乳類は決して一面的な存在ではない。もしそうであれば、彼
は安定しているだろう。 

知的動物は残念ながら多面的であり、このことは何度も証明さ
れている。 

どうすれば理性的なヒューマノイドはバランスを保てるのか？完璧
なバランスを保つには、覚醒した意識が必要だ。 

意識の光を、様々な角度からではなく、完全に、中心に、自分自身
に向けることによってのみ、コントラストや心理的矛盾を取り除き、
私たちの中に真の内的バランスを確立することができる。 

自分の中にある「我」の集合をすべて解き放てば、意識の覚醒が訪
れ、それに付随して、自分自身の精神の真のバランスが保たれる。 

残念なことに、人は自分が生きている無意識に気づこうとしな
い。彼らは深く眠りこけている。 

もし人々が目覚めていれば、誰もが自分の中に仲間を感じるだ
ろう。 

もし人々が目覚めていれば、私たちの仲間たちは自分たちの中に
私たちを感じるだろう。 

そうなれば、戦争はなくなり、地球全体が楽園になるのは明ら
かだ。 

意識の光は、私たちに真の心理的バランスを与え、すべてを適切な
場所に置くようになり、以前は私たちと内的に対立していたものが適
切な場所にとどまるようになる。 

群衆は無意識であるため、光と意識の間に存在する関係を見つけ
られないのだ。 

疑いなく、光と意識は同じものの 2 つの側面である。光があるとこ
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ろには意識が存在する。 

無意識は闇であり、闇は私たちの内面に存在する。 

心理学的な自己観察によってのみ、私たちは自分自身の暗闇に光を
貫通させることができる。 

「光は闇の中に入ったが、闇はそれを理 解 し なか っ た 」。 
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第１２章 

三つのマインド 

 

ポジティブな方向性を持たず、うんざりするような猜疑心に毒され
た知性のならず者がたくさんいる。 

確かに、18 世紀以来、懐疑主義という憎むべき毒が警戒すべき形

で人間のマインドに蔓延してきた。 

その世紀以前、スペインの沖合にある有名なノントラバーダ島ま
たはエンキュビエルタは、常に目に見え、実体であった。 
 そのような島が第 4 の垂直線上にあることは間違いない。この
神秘的な島には多くの逸話がある。 

18 世紀以降、前述の島は永遠に失われ、誰もそのことを知らない。 
アーサー王と円卓の騎士の時代には、大自然の精霊たちが至る所に

現れ、私たちの物理的大気の奥深くまで浸透していた。 

妖精やジーニー、精霊の話は、今でも緑のエリム（アイルランド）

に多くある。残念なことに、これらの無邪気なもの、世界の魂の美

しさは、知性の悪党たちの知恵と動物的エゴの行き過ぎた発達の

せいで、もはや人類には知覚できない。 

今日、物知りたちはこれらのことをすべて笑い飛ばし、たとえ心の
奥底では、幸福を手に入れることができなかったとしてもそれら
を受け入れない。 

私たちには 3 つのマインドがあることを理解してもらえれば、

話は違ってくるだろうし、こうした研究にもっと興味を持っても

らえるかもしれない。 

残念なことに、学識のない無知な人たちは、難しい博識の奥深く
にいて、私たちの研究に真剣に取り組む余裕すらない。 

貧しい人々は自信過剰で、むなしい知的主義にとらわれ、自分たち
が正しい道を歩んでいると思っており、自分たちが行き止まりにい
るとは微塵も思っていない。 

真実の名の下に、私たちは統合的に 3 つのマインドを持っている
と言わなければならない。 

最初のものは「感覚的なマインド」と呼ぶことができる。第二
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は「中間的なマインド」。三つ目は「内なるマインド」と呼ぶこと
にする。 

では、これら 3 つの言及をそれぞれ別々に、そして慎重に見て
いこう。 

疑いの余地なく、感覚的な心は、外的な感覚的知覚を通して、そ
の内容の概念を精緻化する。 

このような状況下では、感覚的なマインドはひどく粗雑で唯物論

的であり、物理的に実証されていないものを受け入れることはでき

ない。 

感覚的なマインドの内容概念は外的な感覚的なデータに基づいて
いるので、外的現実の問題ではないということであり、当然、そ
れは間違いなく現実や、真理、生と死の神秘について、また魂と
霊などについては何も知ることができない。 

外的な感覚にすっかり惑わされ、感覚的なマインドの概念の中に閉
じこもっている知性のならず者にとって、私たちの秘教的な研究は愚
行である。 

理不尽という理性の中で、狂った世界の中で、彼らは外的な感覚世
界によって条件によって、彼らは正しいのだ。感覚的な心が、感覚的
でないものを受け入れることができるだろうか。 

感覚からのデータが感覚的マインドのすべての機能主義の秘密の泉
の役割を果たすとすれば、後者が感覚的概念を生み出さなければなら
ないことは明らかである。 

しかし、中間マインドは違う。しかし、中間マインドは現実につ
いて直接的には何も知らず、信条に制限され、それだけである。 

中間マインドには、宗教的信念、揺るぎない教義などがある。 
内なるマインドは、真理を正しく体験するために必須である。 
間違いなく、内なるマインドは、自己の超越的な意識によって提

供されるデータを使って、その内容概念を精緻化する。 
疑いなく、意識は現実を生き、経験することができる。意識が真実

を知っていることに疑いの余地はない。 

しかし、意識が顕在するためには、仲介者、つまり行動のための

道具が必要であり、それ自体が内なるマインドなのである。 

意識はあらゆる自然現象の実態を直接知っており、内なるマインド
を通じてそれを顕在化させることができる。 
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内なるマインドを開くことは、疑念と無知の世界から抜け出すた
めにすべき正しいことだろう。 

つまり、内なるマインドを開くことによってのみ、人の中に本物の
信仰が生まれるということだ。 

この問題を別の角度から見ると、唯物論的懐疑主義は無知の特質で
ある。妄信的な無知が 100％懐疑的であることは間違いない。 

信仰とは、現実を直接知覚することであり、根本的な知恵であり、
肉体、感情、マインドを超えたものを経験することである。 

信仰と信念を区別しなさい。信念は中間マインドに見つかり、
信仰は内なるマインドの特徴である。 

残念ながら、信念と信仰を混同する傾向が常にある。逆説的に見え
るかもしれないが、次のことを強調しておこう：「真の信仰を持つ
者は信じる必要がない」。 

本物の信仰とは、生きた知識、正確な認識、直接的な経験である。 
何世紀もの間、信仰は信念と混同されてきた。信仰とは真の知恵で

あり、決してむなしい信念ではないことを人々に理解させるのは、今
や非常に難しい。 

内なるマインドの知覚的機能主義は、意識に含まれる叡智の形成的
データすべてをその親密な源泉としている。 

内なるマインドを開いた者は、自分の前世を覚えており、生と死
の神秘を知っている。それは、読んだか読まないかによってではな
く、他人が言ったか言わないかによってでもなく、信じたか信じなか
ったかによってでもなく、直接的で、鮮明で、ひどくリアルな経験
によってである。 

感覚的なマインドは、私たちが言っていることを好まない。それは
自分の領域外であり、外部の感覚的知覚とは無関係であり、内容の
概念や、学校で教わったこと、さまざまな本で学んだこと等々とは
異質なものであるため、受け入れることができないのだ。 

私たちが言っているこのことは、中間マインドにも受け入れられな
い。なぜなら、それは実際、自分の信念と矛盾し、宗教的な戒律によ
って心で教えられてきたことを歪めてしまうからである。 

偉大なカビールイエスが彼の弟子にこう警告した。「サドカイ派の澱
とパリサイ派のパン種に気をつけなさい。」 

キリストであるイエスがこの警告で、唯物論的なサドカイ人や偽
善的なパリサイ人の教義を指していることは明らかだ。 

サドカイ派の教義は感覚的な心にあり、それは五感の教義である。 
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ファリサイ派の教義は中間マインドに位置し、これは反駁、反
論のしようがない。 

ファリサイ派の人々が、見られるために、他人に善良な人間だと
言われるために儀式に参加していることは明らかである。彼らは
他者の前では振りをするが、決して自分に対するワークはしない。 

心理学的に考えることを学ばなければ、内なるマインドを開くこと
はできない。 

疑う余地もなく、自分自身のワークを始めるということは、心理学
的な思考を始めた証拠である。 

自分自身の心理の現実と、それを根本的に変える可能性を認めな
い限り、心理的な自己観察の必要性を感じないのは間違いない。 

「多数の教義」を受け入れ、本質である「意識」を解放するために、
自分の精神の中にあるさまざまな「我」を排除する必要性に気づ
くとき、人は間違いなく、事実上、そして自分自身の権利として、心
理的な自己観察を開始する。 

私たちの精神にある望ましくない要素を取り除くことが、内なるマ
インドを開くことにつながるのは明らかだ。 

つまり、この開放は、私たちの精神にある望ましくない要素を消
滅させながら、徐々に起こるものなのだ。 
 自分の中の好ましくない要素を 100％排除した者は、当然、自分
の内なる心も 100％開いているはずだ。 

そのような人は絶対的な信仰を持っている。今なら、キリストが
『からし種ほどの信仰があれば、山を動かすことができる。』と言っ
た時の言葉が理解できるだろう。 
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第 13 章 

ワークメモリー 

 

間違いなく、人にはそれぞれ個別の心理があり、これは反駁、議
論、反論の余地のないものだ。 

残念ながら、人々はこのことについて考えることはなく、感覚的
なマインドにとらわれているため、多くの人はそのことを受け入れ
ようともしない。 

しかし、心理学はそれとは別物であり、五感で知覚できるものでは
ない。それゆえ、心理学を拒絶したり、単に重要でないと過小評価し
たり軽蔑したりする一般的な傾向がある。 

疑いの余地なく、自分自身を観察し始めたとき、それはまぎれも
なく自分自身の心理というとてつもない現実を受け入れた証である。 

まず根本的な動機を見つけなければ、誰も自己観察を試みない
ことは明らかだ。 

明らかに、自己観察を始めた人は、他の人とはまったく違う主体に
なり、実際、それ自体が変化の可能性を示す。 

残念なことに、人々は変化を望まず、自分たちが生きている状

態に満足している。 

人が生まれ、成⾧し、獣のように再生し、言いようのない苦しみを
味わい、理由もわからずに死んでいくのを見るのはつらい。 

変化は不可欠だが、心理的な自己観察を開始しなければそれは不可
能だ。 

自分自身を知るという目的を持って自分自身を見始めることが必要
だ。なぜなら、理性的な人間は自分自身を知らないからである。 

心理的欠点を発見すると、それによりその欠点を研究し、根本的に消
滅させることも可能になるため、人は大きな一歩を踏み出したことに
なる。 

実際、私たちの心理的欠点は数え切れないほどある。たとえ千の
舌と鋼鉄の味覚があったとしても、そのすべてを列挙することは
できないだろう。 

これらすべてに関して深刻なことは、私たちはどんな欠陥の恐るべ
き現実性を測る方法を知らないということだ。私たちはいつも、欠点
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に十分な注意を払うことなく、それを無駄に見ている。欠点を、重要
性のないものとしてみる。 

私たちが多数の教義を受け入れ、キリストであるイエスがマグダラ
のマリアの体から追い出した 7 つの悪霊の厳然たる現実主義を受け入
れるとき、心理的欠点についての私たちの考え方は根本的な変化を遂
げる。 

多神教の教義が 100％チベットとグノーシス主義に由来すること
は言うまでもない。 

何百人、何千人という精神病患者が私たちの中に住んでいることを

知るのは、決して楽しいことではない。 

それぞれの心理的欠陥は、今ここにいる自分自身の中に存在する別
の人間なのだ。 

偉大なる主イエス・キリストがマグダラのマリアの体から追い出した
7 つの悪魔は、7 つの大罪である「怒り」、「貪欲」、「欲望」、
「妬み」、「高慢」、「怠惰」、「大食」である。 

当然ながら、これらの悪魔はそれぞれ個別に軍団の⾧である。 
ファラオの時代の古代エジプトでは、イニシエートが意識の覚醒を

達成するためには、セトの赤い悪魔を内面から排除しなければなら
なかった。 

心理的な欠点の現実性を目の当たりにした志願者は、変わりたいと
思い、自分の精神の中に多くの人々を閉じ込めて生きている状態を続
けたくないと思い、自己観察を始める。 

この作業を進めていると、その内的な消滅の方法において非常に興
味深い秩序が見えてくる。 

私たちの誤りを擬人化する複数の心理的集合体の消滅に関連する作
業に秩序を見出すと、人は驚かされる。 

このすべてにおいて興味深いのは、欠点の消滅におけるこのような
順序は段階的であり、「意識の弁証法」に従って処理されるというこ
とである。 

理性の弁証法は、意識の弁証法の手ごわい偉業を凌駕すること
は決してできなかった。 

事実が示しているのは、欠点を取り除く作業における心理的秩序は、
私たち自身の深い内なる「存在（ビーイング）」によって確立さ
れるということだ。 

「我」とには心理的な問題において秩序を確立することは決してでき



50 
 

ない。それ自体が無秩序の結果だからである。 
唯一「存在（ビーイング）」だけが、私たちの心理に秩序を確立す

る力を持っている。「存在（ビーイング）」は「存在（ビーイング）」
である。「存在（ビーイング）」の存在意義は「存在（ビーイング）」
そのものである。 

私たちの心理的集合体の自己観察、判断、除去の作業における秩序
は、心理的自己観察の慎重な感覚によって明らかになる。 

心理的な自己観察の感覚は、すべての人間に潜在しているが、それ
を使うことによって徐々に発達していく。 

このような感覚は、私たちの心理の中に生きるさまざまな「我」
を、単なる知的な連想ではなく、直接的に認識することを可能にし
てくれる。 

この感覚的な超感覚の問題は、超心理学の分野で研究され始めてお
り、実際、時間をかけて慎重に行われ、多数の実験で実証されており、
それについて多くの文書が存在する。 

感覚的な超感覚の実在を否定する者は、100 パーセント無知であ

り、感覚的なマインドの中に閉じ込められた知性の骨である。 

しかし、心理学的な自己観察の意味はより深いものであり、単なる
超心理学的な記述をはるかに超えたものであり、内なる自己観察と、
私たちのさまざまな集合体の途方もない主観的実在性の完全な検証を
可能にしてくれる。 

心的集合体の除去においては、このテーマに関連するワークのさ
まざまな部分の連続する秩序が非常に重要であるため、内面的な発
達の問題において非常に興味深く、さらには非常に有用な「ワー
クメモリー」について話していくとしよう。 

このワークメモリーは、過去の人生のさまざまな段階におけるさま
ざまな心理的な写真を与えてくれるが、全体として見れば、根本的
な心理的変化のワークを始める前の私たちの姿を、鮮明に、さらに
は挑戦的に想像させてくれるだろう。 

その醜い姿、以前の私たちの生き生きとした状態に戻りたいとは思
わないのは間違いない。 

この観点からすれば、このような心理的な写真は、変化した現在と、
退行し、陳腐で、不器用で、優美でない過去との対決の手段として有
用であろう。 

ワークメモリは常に、心理的自己観察センターに記録された心理的
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出来事に基づいて書かれる。 

私たちの心理には、微塵も疑っていない望ましくない要素がある。 

立派で尊厳があり、他人のものを取ることなど決してできない誠実

な男性が、彼自身の心理の深い領域に窃盗犯の「我」が何人も棲んで

いるのを異例にも発見したのは恐ろしいことだが、不可能ではない。 

偉大な美徳に満ちた立派な妻や、精妙な精神性と優れた教養を備え
た乙女が、心理的な自己観察の感覚によって、自分の内面に娼婦の
「我」の集団が住んでいることを珍しく発見し、良識ある一市民の知
的中枢や道徳的感覚にとっては吐き気をもよおすことであり、受け入
れがたいことでさえあるが、これは心理的自己観察の正確な領域では
可能なことである。 
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第 14 章 

創造的理解 

 

「在ること」と「知ること」は、私たちの心理に理解の炎を灯すた
めに、互いにバランスを保たなければならない。 

「知ること」が「在ること」よりも大きくなると、あらゆる種類の
知的な混乱が生じる。 

「在ること」ことが「知ること」よりも偉大であるならば、愚か
な聖人のような深刻なケースを生む可能性がある。 

実生活の領域では、自己発見のために自己観察するのは良いことだ。 
実践的な生活こそが、自分の欠点を発見するための心理的な道場

なのだ。 
警戒した知覚、新たなものに警戒した状態では、隠れた欠点が自

然に現れることを直接確かめることができる。 
発見された欠点を私たちの心理から切り離すため、その欠点に対し

意識的に取り組まなければならないことは明らかだ。 

まず第一に、本当に「我」をなくしたいのであれば、「我」―欠点
に同一視してはならない。 

板の上に乗って、それを持ち上げて壁に立てかけようとしても、
その板の上に立ち続けていては不可能だ。 

明らかに、我々はその板を自分自身から分離することから始めなけ
ればならない。そして板を両手で持ち上げ、壁に立てかける。 

それと同様に、心理的集合体を自分の心理から分離したいと本当
に願うなら、いかなる心理的集合体とも同一視してはならない。 

あれやこれといった「我」と同一化することは、「我」を崩壊させ
るのではなく、むしろ強固にする。 

ある性欲にまみれた「我」が知的中枢の役割を支配し、性的欲望や
病的な情景を心のスクリーンに映し出したとしよう。もし私たちがそ
のような情熱的な絵と自分を同一視すれば、その性欲にまみれた「我」
は間違いなく、恐ろしいほどに増強される。 

しかし、もし私たちがその実体と同一化するのではなく、それを侵
入してくる悪魔とみなすことによって私たちの精神から切り離すな
らば、たちの中に創造的な理解が生まれることは明らかである。 
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その後、私たちは、自分自身に完全に意識的になるという目的でこ
のような集合体を分析的に判断し、それを完全に認識することがで
きるだろう。 

人々の深刻な間違いは、まさにその同一視にあり、これは悲惨なこ

とだ。 

もし人々が多数の教義を知り、自分の命さえも自分のものではな

いことを本当に理解していれば、同一視という過ちを犯すことは

ないだろう。 

怒りのシーン、嫉妬のシーンなど、実際の生活では、常に心理的な

自己観察をしていることが有用である。 

そうすると、自分の考えも、欲望も、行動も、自分のものではな
いことに気づく。 

疑いなく、複数の「我」が不気味な侵入者として介入し、私た
ちのマインドに思考を、心に感情を、運動中枢にあらゆる種類の行
動をもたらす。 

不幸なことに、私たちは自分の主人ではなく、さまざまな心理的
実体が私たちを好きなように扱っている。 

残念ながら、私たちは自分に何が起こっているのか微塵も疑わず、
見えない糸に操られた操り人形のように振る舞っている。 

これらすべてにおいて最悪なのは、私たちはこれらすべての隠れた
暴君からの独立のために戦うのではなく、彼らを活性化させるという
過ちを犯していることだ。 

どんな街角の風景も、どんな家族のドラマも、夫婦間のくだらな
い喧嘩も、間違いなくこの「我」によるものであり、このことを決
して無視してはならない。 

実生活は、ありのままの自分を見ることができる心理的な鏡である。 
しかし、何よりもまず、私たちは自分自身を見る必要性、根本的な

変化の必要性を理解しなければならない。 
自分が生きている状態に満足している者、愚か者、知恵遅れや怠け

者は、自分自身を見たいという欲求を感じることはなく、自分自身
を愛しすぎて、自分の行動やあり方を改めようとはしない。 

明確な言い方をすれば、人生の喜劇、ドラマ、悲劇には、理解すべ
きさまざまな「我」が関わっている。 

どのような情熱的な嫉妬の場面においても、性欲、怒り、自己愛、
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嫉妬などの「我」が登場し、それらを完全に崩壊させるという明白
な目的を持って、その全体を理解するために、それぞれを個別に分
析しなければならない。 

理解というのは非常に弾力的なものなので、毎回より深めていく必
要がある。今日、ある方法で理解したことも、明日にはより深く理解
できるようになるのだ。 

このような角度から物事を見ることにより、人生のさまざまな状
況を自分自身を発見するための鏡として利用することがいかに役に
立つかが理解できる。 

決して現実の人生におけるドラマや喜劇や悲劇が常に美しく完璧

であると主張しようとは思わない。 

存在のさまざまな状況がいかに不条理であろうとも、心理的な

道場としては素晴らしい。 

「自分自身」を構成するさまざまな要素の解消に関連する作業は非

常に難しい。 

 詩の調べの中にも犯罪は隠されている。寺院の芳しい香りの中にも、
犯罪は隠されている。 

犯罪は時に、神聖さと融合するほど洗練され、優しさと見間違え
るほどに残酷になる。 

犯罪は裁判官の衣、主人の衣、乞食の衣、領主の衣、そしてキリス
トの衣さえも身にまとう。 

理解することは基本的なことだが、心理的集合体を解決する作業に
おいては、それがすべてではない。それは次の章において話して行こ
う。 

それぞれの「我」を私たちの心理から切り離すために意識化す
ることは急務であり、後戻りはできないが、それだけではない。
第 17 章でそれを見て行こう。 
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第 15 章 

クンダリーニ 

 

ここで、とても厄介な内容になってくるが、クンダリーニにつ
いて話したいと思う。クンダリーニとは、東洋の叡智の書物の多
くに引用されている、不思議な力を持つ炎の蛇のことである。 

間違いなくクンダリーニには多くの資料があり、調査する価値
は十分にある。 

中世の錬金術の書物では、クンダリーニは聖なる精子であるステ
ラ・マリス（海の聖母）のアストラルの印であり、偉業の従事者を
賢明に導く。 

アステカではトナンツィン、ギリシアでは貞節なディアナ、エジ
プトではイシス、死をまぬかれない者たちは決してそのベールを
上げることがない、聖なる母である。 

秘教のキリスト教が神聖なる母クンダリーニを崇拝してやまなか
ったことは疑いない。彼女は明らかにマラー、またはラム＝イオ、
マリアと言った方がいいだろう。 

少なくとも外典や公的な集団に関する限り、正統派宗教が明記してい
ないのは、イシスが個々の人間の姿としてどのようなものかというこ
とだ。 

表向きは、この神聖なる母が人間一人ひとりの中に個別に存在す
ることを、イニシエートたちが教えられたのは秘密裡にのみだった。 

言うまでもなく、神なる母、レア、シベレ、アドニア、あるいは
何と呼ぼうと勝手だが、彼女は神の母のある一つの形であるだけで
なく、今ここにいる私たちの「存在（ビーイング）」の変形である。 

具体的に言えば、私たち一人一人には、私たち自身の特別な、
個々の聖なる母がいる。 

天には、地上の生き物の数だけ母親がいる。 

クンダリーニは世界を存在させる神秘的なエネルギーであり、ブ
ラフマーの一側面である。 

人間の超自然的な解剖学に現れる心理学的側面において、クンダ
リーニは尾骨に位置する、ある磁気中枢内に 3 回半巻きついている。 

そこには、しびれた神姫が蛇のように横たわっている。 
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そのチャクラまたは場所の中心には、女性の三角形またはヨニがあ
り、そこに男性のリンガムが置かれている。 

ブラフマーの性的創造力を表すこの原子的あるいは魔術的なリン
ガムには、崇高な蛇クンダリーニが巻きついている。 

蛇の姿をしたイグニスの女王は、私が『黄金の華の神秘』と題
した著作で明確に説いた、ある錬金術の秘儀によって目覚める。 

疑いなく、この神聖な力が解き放たれた時、それは脊髄の経路を通
って勝利のうちに上昇し、私たちの中に神聖化する力を発展させる。 

その超越的で神聖なる、崇高な側面において、聖なる蛇は、単
に生理的、解剖学的、民族的な状態を超越したものであり、私たち
の「存在（ビーイング）」だと前述したが、それが発展したもので
ある。 

この書では、聖なる蛇を目覚めさせる技術を教えることが私の目
的ではない。 

私はただ、エゴの厳格な現実と、その非人間的な諸要素の解消に
関連する内なる切迫感を強調したいだけだ。 

マインドだけでは、どんな心理的欠陥も根本的に変えることはで
きない。 

マインドはどんな欠陥にもレッテルを貼り、あるレベルから別のレ
ベルに移動させ、自分自身や他人から隠したり、弁解したりするこ
とはできるが、絶対に排除することはできない。 

理解は基本的な部分だが、それがすべてではない。 
観察された欠陥は、それを除去する前に分析され、完全に理解され

なければならない。 
私たちにはマインドよりも大きな力、つまり、私たちがこれまで

発見し、深く判断してきたあらゆる「我」－欠点を原子レベルで崩
壊させることのできる力が必要なのだ。 

この章の前半で説明したように、尾てい骨の中心の骨にその実質的

な具現形があるとはいえ、幸いなことに、そのような力は肉体、感情、

マインドを超えた奥深くにある。 

私たちは、事前に「我」－欠点を完全に理解し、深い瞑想に没頭

し、個人聖なる母に懇願し、祈り、お願いしなければならない。 

これは、私たちの中にある好ましくない要素を排除するために
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必要な正確な技術である。 

神聖なる母なるクンダリーニは、あらゆる主観的でな精神的集合
体を灰にする力を持っている。 

この弁証法なくして、この手順なくして、エゴを解消しようとする
あらゆる努力は実を結ばず、役に立たず、不条理である。 
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第 16 章 

知的水準 

 

実生活の分野では各人が自分の基準、多かれ少なかれ陳腐な考え方
を持っており、新しいものに対して決してオープンではなく、これは
反駁、反論の余地がない。 

知的ヒューマノイドのマインドは退化し、劣化し、退行状態に
ある。 

実際、今日の人類の理解は、それ自体が本物の弾性現象を起こす
ことのできない、古くて不活性で無惨な機械構造のようなもので
ある。 

マインドには柔軟性がなく、多くの硬直し、時期の外れた規則に
とらわれている。 

誰もが自分なりの基準や厳格な規則を持っており、その中で絶え間
なく行動し、反応する。 

この問題全体の最も深刻な側面は、何千もの基準が何百万もの腐
敗した不合理な規則に相当するということだ。 

いずれにせよ、人は決して間違ってはいるとは考えず、すべての頭
はそれ自体がひとつの世界である。これほど多くのマインドの迷
路の中に、広範囲にわたる欺瞞的な詭弁と耐えがたい愚かさがあ
ることは疑いの余地がない。 

しかし、その多数の人々の狭い基準では、自分たちが置かれてい
る知的な瓶づめ状態について微塵も疑うことはない。 

ゴキブリ並みの脳みそを持つ現代人たちは、自分たちのことを一番
だと思い、自由主義であると思い込み、自信に満ち、自分には最高の
判断力があり、最も寛大だと信じている。 

現実には、ソクラテス的な言葉で言えば、「彼らは無知であるだけ
でなく、自分が無知であることを知らない」のだ。 

知性のならず者たちは、自分たちの瓶詰めによって激しく加工され
た過去の古臭い規範にしがみつき、自分たちの厳格な基準の範囲内に
収まらないものを断固として拒否する。 

学識のある知ったかぶりは、何らかの理由で自分たちの錆びつい
た手順の厳格な道から外れるものは、100 パーセントばかげたこと
だと考える。このように、判断の難しい哀れな人々は、自分自身を
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みじめに欺いている。 
この時代の偽の知識人たちは、天才であることを自慢し、自分た

ちの時代遅れの規範から脱却する勇気を持つ人々を見下し、そして
最悪なことに、自分たちが不器用であるという厳しい現実を微塵も
疑わない。 

陳腐なマインドの知的な矮小さは、現実のもの、つまりマインドの
ものではないものの実証を要求する傲慢ささえ持ち合わせている。 

貧弱で不寛容な理解をする人々は、現実の体験はエゴのない状態で
しか得られないということを理解しようとしない。 

もちろん、生と死の謎を直接知ることは、私たちの中に内なるマ
インドが開かれていない限り不可能なのだ。 

この章では、「存在（ビーイング）」の超越した意識のみが真実
を知ることができるということを繰り返す価値がある。 

内なるマインドは、「存在（ビーイング）」の宇宙意識から提供
されるデータによってのみ機能する。 

弁証法的な理性を持つ主観的知性は、その管轄を超えるものについ
ては何も知ることができない。 

私たちはすでに、推論弁証法の内容概念は、外的知覚の感覚によっ
て提供されるデータによって精緻化されることを知っている。 

自分たちの知的プロセスや固定した規範の中に閉じこもってい
る人たちは、こうした革命的なアイデアに対して常に抵抗を示す。 

エゴを根本的かつ決定的に解消することによってのみ、意識を目覚
めさせ、内なるマインドを真に開くことが可能になる。 

しかし、こうした革命的な声明は形式的な論理には当てはまらず、
弁証法的な論理にも当てはまらないため、無意識の主観的な反応は激
しい抵抗を示す。 

これらの惨めな知的な人々は、海をガラスの瓶の中に入れようとし、
大学が宇宙の叡智をすべて支配できると考え、宇宙のすべての法則が
彼らの古い学問的基準に従わなければならないと考えている。 

才能に恵まれた賢人たちが退行状態にあることなど、微塵も疑って
いない。 

そのような人たちが一瞬目立つことがある。彼らは秘教の世界に入
ってくるが、やがて野火のように消え去り、精神的な胸騒ぎのパノ
ラマから消え去り、知性に飲み込まれ、永遠にその場から姿を消
す。 
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知性の表面的な部分は、「存在（ビーイング）」の正当な深みに決して到達
できない。しかし、合理主義の主観的なプロセスは、愚か者をあらゆ
る種類の素晴らしい、しかし不合理な結論へと導くことができる。 

論理的概念を形成する力は、決して現実の経験を暗示するものでは
ない。 

弁証法の説得力のあるゲームは理屈屋を魅了し、常に猫とウサギを
混同させる。 

華麗なアイデアの行列は、知性の戯れ言を難解にし、図書館の埃と
大学のインクの臭いがしないものは何でも拒絶するような、ある種
の不条理な自己満足を与える。 

アルコール中毒の振戦せん妄は、まぎれもない症状だが、理論の酔
っぱらいのそれは天才と間違われやすい。 

本章のこの部分にさしかかると、悪党どもの知的主義がどこで終わ
り、どこから狂気が始まるのか、それを知ることは確かに非常に難
しい。 

知性の腐った陳腐な規範の中に閉じこもっている限り、心ではない
もの、時間ではないもの、現実のものを経験することは不可能に近い。 
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第 17 章 

良心のナイフ 

 

ある心理学者は、良心をナイフと象徴している。ナイフは、私たち
にこびりついているものから私たちを切り離し、私たちの力を引き出
すことができる。 

このような心理学者は、自己の力から逃れる唯一の方法は、自己を
理解し自覚するために、自己をより明確に観察することだと信じてい
る。 

このような人たちは、たとえナイフの刃の厚さであっても、最
終的にあれやこの「我」が切り離されるのだと考える。 

このように、意識によって分離された「私」は、切り取られた植物
のように見えるという。 

彼らによれば、自己を意識することは、それを精神から切り離し、
死に追いやることを意味する。 

このような一見説得力のあるコンセプトは、実際には間違いな
く失敗する。 

意識のナイフによって私たちの人格から切り離され、黒い羊のよう
に家から放り出された「我」は、心理的空間に留まり続け、誘惑する
悪魔となり、家に帰りたいと主張し、そう簡単には諦めない。悪魔
は亡命中の苦いパンを食べることを決して望まず、悪魔は機会を伺い、私たち
が一瞬でも警戒を緩めると、私たちの精神の中に再び居座る。 

最も深刻なのは、追放された「我」の中に、常に一定の割合の本質
や良心が瓶詰めされていることだ。 

このような考え方をする心理学者たちは、「我」を解消したことが
なく、実際に失敗してしまっている。 

人々がクンダリーニの問題を避けようとするのと同じように、こ
の問題は非常に深刻だ。 

現実には、「恩知らずの息子」は自分自身に対する秘教的な取り組
みにおいて決して進歩しない。 

明らかに、「恩知らずの息子」とは、私たちの特別な、個人的な、
宇宙的な神の母であるイシスを軽蔑する者のことである。 

イシスは私たち自身の「存在（ビーイング）」の一部であるが、
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派生したものであり、私たちの最大の力であるクンダリーニの炎
の蛇である。 

明らかに、イシスだけがあらゆる「我」を崩壊させる絶対的な力を
持っている。これは反論、反駁の余地がない。 

クンダリーニは複合語である。「KUNDA（クンダ）」は忌まわ
しいクンダルティグアドール器官を連想させ、「LINI（リーニ）」
はアトランティス語で「終わり」を意味する。 

クンダリーニとは、「忌まわしいクンダルティグアドール器官の終
焉」を意味する。したがって、「クンダリーニ」と「クンダルティグ
アドール」を混同しないことが急務である。 

私たちの魔力の源である炎の蛇は、背骨の底部、尾てい骨のあ
る磁化された中心の中に 3.5 回トグロを巻いていることは、前の章で
すでに述べた。 

蛇が上昇する時、それはクンダリーニであり、下降する時には、
それは忌まわしいクンダルティグアドール器官である。 

「白のタントリズム」によって、蛇は脊柱管を通って勝ち誇って上
昇し、神性を目覚めさせる。 

「黒のタントリズム」によって、蛇は尾骨から人間の原子地獄に沈
められる。こうして多くの者がひどく倒錯した悪魔となる。 

降下する蛇の左で粘り強い特徴を、上昇する蛇にすべて帰するよ
うな間違いを犯す者は、結局のところ、自分自身に対するワークで
失敗する。 

忌まわしいクンダルティグアドール器官の邪悪な結果は、クン
ダリーニによってのみ消滅させることができる。 

このような悪い結果が、革命心理学の複数化された「我」の中で結
晶化していることは言うまでもない。 

下降する蛇の催眠術の力によって、人類は無意識の中に沈めら
れた。 

対照的に、上昇する蛇だけが私たちを目覚めさせることができる。この真理
はヘルメスの叡智の公理である。私たちは今、「クンダリーニ」とい
う神聖な言葉の深い意味をよりよく理解することができるろう。 

意識的な意志力は常に聖なる女、マリア、イシスによって代表さ
れ、彼女たちが、降下する蛇の頭を砕く。 

私はここで率直かつ明確に、光の二重の流れ、すなわち地球の生
ける火とアストラルの火は、古代の神秘において雄牛、ヤギ、犬
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の頭を持つ蛇によって表現されてきたと述べよう。 
それは、水星のカドゥケウスの二重の蛇であり、エデンの誘惑の蛇

である。しかし、それはまた、疑いなく、「タウ」、すなわち「創造
のリンガム」に絡みついたモーゼの銅の蛇でもある。 

それはサバトの「ヤギ」であり、グノーシス派テンプル騎士団の「バ
フォメット」であり、普遍的なグノーシス主義の「ハイレ」であり、
アブラクサスの太陽の雄鶏の脚を形成する二重の蛇の尾である。 

ヒンドゥー教の神性であるシヴァ神の象徴である金属製の「ヨニ」
に埋め込まれた「黒いリンガム」には、「トトの三大神トキ」である
「ヘルメス・トリスメギストスのグラス」を生涯こぼさないという条
件付きで、昇天する蛇、クンダリーニを目覚めさせ、発展させる秘密
の鍵が隠されている。 

私たちは、理解できる人のために行間において語ってきた。理解
できる者は理解しなさい、ここには知恵があるのだから。 

黒タントラの実践者は異なる。彼らが儀式の中で「聖なるワイン」を
こぼすという許されざる罪を犯す時、エデンの誘惑の蛇である忌ま
わしいクンダルティグアドール器官を目覚めさせ、発達させる。 
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第 18 章 

心理的な国 

 

私たちが住んでいる外側に国があるように、私たちの内にも心理
的な国がある。 

人は自分が住んでいる街や地域のことを知らないことはないが、
残念ながら、自分がいる場所が心理的な場所であることは知らない。 

ある時点において、誰もが自分がどの地域やコミュニティにいるのか知って
いる。しかし、心理的な領域ではそうではない。人は通常、ある瞬間自
分が心理的な国のどこにいるのか、微塵も疑わない。 

物理的な世界に品行方正で文化的な人々の地域、私たち一人ひとり
の心理的な領域にも、間違いなく非常に優雅で美しい地域が存在する。 

物理的な世界にも、強盗の多い危険な路地がある地区があるように、
私たちの内面という心理的な領域でも同じことが言える。 

それはすべて、私たちが付き合う人のタイプによって決まる。酔っぱらい
の友人がいれば飲み屋に行くことになるし、後者が無茶をする者
であれば行き先は間違いなく売春宿だ。 

私たちの心理的な国の中では、一人ひとりの中に、それぞれの心理的

特性に応じて、私たちを必要な場所に導いてくれる仲間、つまり「我」がいる。 

貞淑で高潔な女性、立派な妻、模範的な行いをし、物理的世界で
は美しい邸宅に住んでいても、性欲にまみれた「我」のせいで、心
理的な国では売春の巣窟にいることもある。 

非の打ちどころのない誠実な紳士、立派な市民であっても、その
心理的領域では、無意識の中に深く沈んでいる窃盗の「我」という
最低の仲間のせいで、自分が泥棒の巣窟にいることに気づくかもしれ
ない。 

ある修道院の独房の中で慎ましく生活している無欲の懺悔者、お
そらく修道士は、心理学的には、殺人者、ガンマン、強盗、麻薬中
毒者の地域にを置いていることに気づくかもしれない。これはまさに、
彼の精神の最も複雑な迷宮の中に深く沈み込んだ、潜在意識または無意識の
「我」によるものである。 

悪の中にも多くの美徳があり、有徳の中にも多くの悪があると言わ
れてきたのは、決して無意味なことではない。 
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列聖された聖人の多くは、いまだに強盗の巣窟や売春宿で暮らして
いる。 

私たちが強調して述べていることは、慎重な人、敬虔な人、無知
な悟りを開いた人、学識のある人には衝撃を与えるかもしれない
が、真の心理学者には決して衝撃を与えない。 

信じられないかもしれないが、犯罪は祈りの香りの中にも隠れてお
り、犯罪は詩の旋律の中にも隠れており、犯罪は最も神聖な聖域の神
聖なドームの下にも隠れており、犯罪は神聖さと崇高な言葉の衣をま
とっている。 

最も崇敬されている聖人たちの奥底には、売春、強盗、殺人などの 
「我」が生きている。 

無意識の奥底に隠された、人間以下の仲間たち。 
多くの人がこの理由で苦しみ、歴史上の多くの聖人も苦しんだ。聖アンソ

ニーの誘惑や、アッシジの兄弟フランチェスコが闘わなければならな
かった忌まわしい行為を思い出してみよう。 

しかし、これらの聖人たちによってすべてが語られたわけではなく、
ほとんどの隠遁者は沈黙していた。 

最も神聖で聖なる隠遁者の何人かが、売春と窃盗の精神的植民地に
住んでいることを考えると、驚かされる。 

しかし、彼らは聖人であり、自分の精神の中にある恐ろしいも
のをまだ発見していないのであれば、それを発見したとき、彼ら
は自分の肉体に袋をまとい、断食し、場合によっては自らを鞭打
ち、そして彼らは、自分たちの心理的国家の暗い洞窟に潜む邪悪な仲間たち
を自分たちの精神から排除するよう、神聖なる母クンダリーニに祈るだろう。 

死後の生活や死後の世界については、さまざまな宗教で多くのこと
が語られてきた。 

哀れな人々よ、彼らは死後の向こう側に何があるのかについてこれ以上頭を
悩ませるべきではない。 

疑いなく、死後も誰もが以前と同じ心理的地域の中で生き続ける。 
盗人の巣窟にいる盗人はこれからも続くだろう。逢引きの館に

いる欲望にまみれた者は、悪い前兆としてこれからも続くだろう。
怒りっぽい者、激情的な者は、短剣が輝き、ピストルが鳴り響く場
所でも、悪徳と怒りの危険な路地で見かけ続けるだろう。 

エッセンスそのものはとても美しく、それは天上から、星々からや
ってきたものである。残念なことに、私たちの中にあるすべての
「我」に瓶詰めにされている。 
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対照的に、エッセンスは、その歩みをたどり、起源に戻り、星々に戻ること
ができるが、まず、それを破滅のスラム街に閉じ込めた邪悪な仲間から解放さ
れなければない。 

アッシジのフランチェスコとパドヴァのアンソニーは、キリスト化
された偉大な修道者たちであったが、滅びの「我」を自らの中に発見
したとき、言いようのない苦しみを味わった。そして、意識的な働き
と自発的な苦しみによって、自分の中に住んでいた非人間的な要素
全体を宇宙の塵にすることに成功したことは疑いない。疑いもなく、
これらの聖人たちはキリスト化し、多くの苦しみの後、元の出発点
に戻ったのである。 

まず第一に、私たちが偽りの人格に異常に定着させてしまった磁気
的中心を、エッセンスに移すことが必要であり、緊急であり、先延
ばしにはできない。 

こうして全人類は、人格から星への旅を始め、教義に則って、段階
的に、「存在（ビーイング）」という山を登っていくことができる。 

磁気的中心が幻想的な人格の中にある限り、たとえ現実の生活で
は立派な市民であっても、私たちは最も忌まわしい心理的窪地に住
むことになる。 

私たち一人ひとりには、磁気的中心という特徴がある。商人は交易の磁
気的中心を持っているため、市場を動き回り、同類のバイヤーや商人
を引き寄せる。 

科学者はその人格の中に科学の磁気的中心を持っており、それゆえ
に科学に関するあらゆるもの、書物、研究室などを自分に引き寄せ
る。 

秘教主義者は秘教の磁気的中心を自分の中に持っており、この種
の中心は人格の問題とは異なってくるので、そのために移動が起
こる。 

磁気的中心が意識の中に、つまりエッセンス（本質）の中に確立さ
れたとき、人間の星へ完全なる帰還が始まる。 
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第１９章 

麻薬 

 

人間の心理的な分裂は、私たち一人ひとりの中にある、より高いレベ
ルの厳しい現実を見させてくれる。 

通常の普通のレベルが低次で、より高いオクターブでが高次、と
いう二人の人間が私たちの内にいるという具体的な事実を、直接自分の
目で確かめることができた時、すべてが変化する。そうすると、私たち
は人生において、私たちの「存在（ビーイング）」の奥底にある基本原則に従
って行動しようと努力する。 

外面的な人生があるように、内面的な人生も存在する。 
外側の人間がすべてではなく、心理的な分裂が内なる人間の現実を

見せてくれる。 
外側の人間には外側の人間のあり方があり、人生における複数の態

度や典型的な反応をする、目に見えない糸に引っ張られる操り人形で
ある。 

内なる人間は本物の「存在（ビーイング）」であり、それは他
の、まったく異なる法則で動き、操り人形に変わることは決してな
い。 

人は自分に利益のない行動は取らない。給料が少ないと感じ、自分
を哀れみ、自分を高く評価しすぎる。兵士であれば将軍になることを望
み、工場の労働者であれば昇進できないことに反対し、自分の功績が正当に認
められることを望む。 

一般的な、低次の人間の心理で生き続ける限り、主の福音で言われ
るような、第二の誕生、「再生」には誰も到達することはできない。 

自分自身が何者でもないこと、また内面の惨めさを認識し、勇気
をもって自分の人生を見直した時、人は間違いなく、自分には何
の徳もないことを知るようになる。 

「心の貧しい者は幸いである。天の王国はその人たちのものであ

る。」 

精神的に貧しい者、あるいは精神的に貧困な者とは、まさに自分自
身が何者でもないこと、恥、内なる惨めさを認識している者のこと
である。そのような存在は、必然的に悟りを得る。 
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「金持ちが天の御国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方が易し
い。」 

表向きは、多くの徳、勲章、メダル、際立った社会的美徳、複雑な
学問理論によって豊かになったマインドは、精神的に貧しくなく、し
たがって天の御国に入ることはできない。 

御国に入るためには、信仰の宝を先延ばしにすることはできない。
私たち一人ひとりに心理的な分裂が起こらない限り、信仰は不可能に
等しい。 

信仰とは純粋な知識であり、直接的な経験的知恵である。 
信仰は常に虚しい信念と混同されてきた。私たちグノーシス主義者は、

決してそのような重大な誤りに陥ってはならない。 
信仰とは、現実の直接的な経験であり、人間の内面の壮大な経験で

あり、本物の神の認識である。 
内なる人間は、自らの内なる世界を直接的な神秘体験によって知っ

ているが、それは明らかに、地球上に住むすべての人々の内なる世界
も知っている。 

まず自分自身の内なる世界を知らなければ、誰も地球という惑星、
太陽系、銀河系の内なる世界を知ることはできない。これは、間違
った扉を使って人生から逃げ出す自殺者に似ている。 

薬物中毒者の超越的な知覚は、忌まわしいクンダバッファー器官
（エデンの誘惑の蛇）に特別なルーツを持っている。 

エゴを構成する複数の要素の間に瓶詰めされた意識は、瓶詰めにさ
れた状態に制限されている。 

こうして利己的な意識は昏睡状態に陥り、麻薬の影響を受けた人と
同様の、催眠術のような幻覚を見るようになる。 

この問題は次のように説明できる。利己的な意識から生じる幻覚は、薬物に
よって引き起こされる幻覚と同じである。 

この 2 種類の幻覚は明らかに、忌まわしいクンダバッファー器官

（本書第 16 章参照）にその元凶がある。 

明らかに、薬はアルファ波を消滅させる。その場合、マインドと脳

の本質的なつながりは疑いなく失われ、これは、完全な失敗に終わ

る。 

薬物中毒者は、悪徳を宗教に変え、薬物の影響下で現実を体験して
いると誤解し、マリファナ、LSD、モルヒネ、幻覚マッシュルーム、コカイ
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ン、ヘロイン、ハシシ、過剰な精神安定剤、アンフェタミン、バルビツール酸
塩などによって生み出される超知覚は、単に忌まわしいクンダバッファー器官
によって生み出される幻覚に過ぎないことに気づかない。 

薬物中毒者は、時間と共に堕落し、退廃し、最終的には地獄の世界
へと永久に突入する。 



70 
 

 

第 20 章 

焦燥感 

 

考えることと感じることの間に大きな違いがあることは当然で、こ
れは反駁の余地がない。 

人々の間には大いなる無関心が存在する。重要でないもの、表面
的なものに対する冷たさだ。 

大衆は、重要でないことが重要なことであり、最新のファッショ
ンや最新モデルの車、あるいは給料の問題だけが唯一深刻なことだ
と信じている。 

その日の新聞、恋愛、座っているだけの生活、一杯の酒、競馬、自
動車レース、闘牛、噂話、誹謗中傷などが深刻なことと言われる。 

明らかに、現代人や美容院の女性が秘教の話を聞くと、彼らの計画
にも社交の場にも性的な楽しみにもならないため、ある種の恐ろしい
冷淡さで反応するか、口を歪め、肩を上げ、無関心に背を向けるだ
けである。 

この心理的無関心、恐ろしいほどの冷淡さには、2 つの根拠がある。
1 つ目は、最も途方もない無知、2 つ目は、精神的な焦燥感の絶対
的欠如である。 

接触がない。電気ショックが欠けている。店で手に入ることはなく、

またベッドの快楽はおろか、深刻だと思われていた所にさえ、それ

は見つからなかった。 

もし、誰かが冷淡な愚か者や表面的な女性に、電気的なショック、

心の輝き、何か奇妙な回想、何かとても内的なものを与えることがで

きれば、そうすればすべてが異なっていたかもしれない。 

しかし、秘密の小さなささやき、最初の直感、内なる憧れは、おそ
らく愚かな行為、店先に飾られた美しい帽子、レストランでの極上の
スイーツ、後に私たちにとって重要でなくなる友人との出会いなど、
何かに置き換えられてしまう。 

取るに足らないこと、ナンセンス、それらは超越的なものでは
ないが、ある瞬間に、最初の精神的な焦燥感、内なる憧れ、小さな
光の輝き、理由もわからずに一瞬私たちを不安にさせる直感の引き
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金となる力を持つ閃きをもみ消す力を持っている。 
今日、生ける屍となり、ナイトクラブにいる無関心な夢遊病者、

あるいは通りの店で単に傘を売る者たちが、最初の内なる焦燥感を
窒息させなければ、彼らは今、霊的な指導者となり、光の従者となり、
言葉の完全な意味で完全な人間となっていただろう。 

火花、直感、神秘的なため息、何かわからないが、かつて角の肉屋

が、靴磨きの職人が、あるいは一流の医師が感じたものだ。しかし、

それはすべて無駄に終わらせた。人格の愚行は常に最初の火花を消し

去り、その後には最も恐ろしい無関心の冷淡さが続く。 

遅かれ早かれ、人は月に飲み込まれることは疑いの余地がない。 

人生において、直感や奇妙な焦燥感を感じたことのない人はい

ないだろう。残念ながら、どんなに愚かな性格であっても、夜の静寂

の中で一瞬心を動かされたものを宇宙の塵に変えてしまうには十分なの

だ。 

月は常にこうした戦いに勝利し、私たち自身の弱さによって英気
を養う。 

月はひどく機械的である。月の人間は、太陽の焦燥感を完全に
排除しており、支離滅裂で、夢の世界の中で動いている。 

もし誰かが、他の誰もやらないようなこと、つまり、おそらくはあ
る夜の神秘の中で生じた内なる焦燥感をかき立てるようなことをす
れば、⾧い目で見れば、彼は太陽の知性と同化し、それによって太
陽人になることは間違いない。 

それこそが太陽が望んでいることなのだが、冷淡、無気力で、無関
心な月の影は、いつも月に飲み込まれてしまう。そして死によって
すべてが等しくなる。 

死はすべてを同等にする。生きている死体は月がそれを食い尽く
すまで、太陽への関心を欠いたまま、恐ろしく徐々に退化していく。 

太陽は人間を創造したがっている。太陽は自然という実験室でこの実験を行

っている。残念なことに、この実験はあまり良い結果を生んでいな

い。月が人々を飲み込んでしまう。 

しかし、ここで私たちがしている話には、誰も関心を示さない。知

ったかぶりの無知な者たちは特に、彼らは自分が雛の母親かターザ
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ンの父親だと思っている。 

太陽は、人間と間違えて呼ばれている知的動物の性腺の中に、正し
く発達すると、私たちを真の人間に変えることのできる、ある種の太
陽の種を蓄えている。 

しかし、月の冷淡さのために、太陽の実験は恐ろしいほど困難を
期する。 

人々は太陽に協力したがらない。そのため、⾧い目で見れば、太陽の
種は退化し、退廃し、不幸にも失われてしまう。 

太陽の業のマスターキーは、私たちの中に存在する好ましくない
要素を溶解することにある。 

人類が太陽的な概念に対する関心を失った時、人類はその実験に
不必要となり、太陽は人類を破壊する。 

現在の種族は耐え難いほど月的で、ひどく浅はかで、機械的になっ
ており、もはや太陽の実験には適さないため、破壊されるのに十分すぎ
る理由がそろっている。 

スピリチュアルな焦燥感を継続させるためには、磁気的重心を本
質、意識に移さなければならない。 

残念なことに、人の磁気的重心は、その人の人格やカフェ、居酒屋、
銀行の取引、売春宿や市場などにある。 

明らかに、これらはすべて人格のものであり、人格の磁気的重心は
これらすべてを引き寄せる。これは議論の余地のないことであり、常
識のある人なら誰でも自ら直接確かめることができる。 

残念なことに、ここまで読むと、常に議論をしたり、耐えがたいプ
ライドで沈黙を決め込むことに慣れた知性の悪党たちは、軽蔑して
この書を投げ捨て、新聞を読むことを好む。 

美味しいコーヒーとその日の新聞は、人種的な哺乳類にとって最高
の栄養だ。 

しかし、彼らは自分たちが非常に真剣だと感じている。間違いなく
彼ら自身の知恵が幻覚を見ているのであり、この偉そうな本に書かれ
ている太陽系的な事柄があまりにも気に障るのだ。理性の人工人間た
ちの自由奔放な目が、この作品の研究を続ける勇気がないのは間違い
ない。 
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第 21 章 

瞑想 

 

人生で重要なのは、根本的で、完全で、決定的な変化だけだ。
ほかの者は率直に言って、何の重要性もない。 

そのような変化を心から望む時、瞑想は欠かせない。 
決して、内面的で表面的で無益な瞑想を望んでいるわけではない。 
私たちは真剣になる必要があり、世の中に溢れる偽の秘教主義や安

っぽい偽のオカルト主義といったナンセンスなものはすべて脇に置
いておかなければならない。 

秘教的なワークで失敗したくないのであれば私たちは真剣になる
方法を知らなければならない。 

瞑想の仕方を知らない者、表面的な者、不注意な者は、決してエゴ
を解消することはできない。彼らはいつまでも、人生の荒波に漂う無力な
流木のままだろう。 

実生活の現場で発見された欠点は、瞑想の技術によって深く理解
されなければならない。 

瞑想のための教訓的な素材は、実生活のさまざまな出来事や日々の
状況の中にこそある。これは反論の余地がない。 

人々は常に、不愉快な出来事に対して抗議している。実際、彼ら
はこのようなイベントの有用性を理解することができない。 

不愉快な状況に抗議するのではなく、瞑想を通じて、そこから精
神的成⾧に役立つ要素を引き出さなければならない。 

このような楽しい、あるいは不愉快な状況について背景となる瞑想
をすることで、私たちは自分自身の中にある味わいや結果を感じる
ことができる。 

ワークの味と人生の味を心理的に完全に区別する必要がある。 
いずれにせよ、ワークの味わいを自分の中で感じるためには、普

段の生活態度を一変させる必要がある。 
様々な出来事と同一視する過ちを犯す限り、誰もワークの味を楽し

むことはできない。 
確かに、同一視は出来事に対する適切な心理的評価を妨げる。 

あれやこれやの出来事と自分を同一視するとき、人はそこから自己
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発見や意識の内的成⾧に役立つ要素を引き出すことは決してできない。 
警戒を解いた後、同一視に戻る秘教の実践者は、ワークの味では

なく、人生の味を再び感じる。 
これは、それまで反転していた心理的態度が、同一視した状態に戻

ったことを示している。 
どんな不快な状況も、瞑想法を通じて意識的な想像力によって再

構築されるべきである。 
あらゆるシーンを再構築することで、私たちはそのシーンに関わるさ

まざまな「我」の介入を自分の目で直接見ることができる。 
例として、情欲的な嫉妬の場面。怒り、嫉妬、憎悪の我が含まれる。 

それぞれの「我」、それぞれの要素を理解するには、深い内省、集中、
瞑想が必要である。 

他人を非難する強い傾向は、自分自身の過ちを理解する妨げとな
る。 

残念ながら、他人を非難する傾向をなくすのは非常に難しい課
題だ。 

真実の名のもとに、人生のさまざまな不愉快な状況の責任は自分
だけにあると言わなければならない。 

さまざまな楽しい出来事や不愉快な出来事は、私たちとともに、
あるいは私たちなしに存在し、機械的に絶え間なく繰り返される。 

この原則に基づけば、どんな問題も最終的な解決策を持つこと
はできない。 

問題は人生そのものであり、もし最終的な解決策があれば、人生は
生ではなく死になってしまう。 

状況や問題は変わるかもしれないが、決して繰り返され、最終的な
解決策にいたることはない。 

人生は、機械的に回転する車輪である。どんな状況でも、楽し
いことも嫌なことも、常に繰り返される。 

車輪を止めることはできない。良い状況も悪い状況も常に機械的に進行する。
私たちにできるのは、人生の出来事に対する態度を変えることだけである。 

存在の状況そのものから瞑想の材料を引き出すことを学べば、私た
ちは自己発見で一歩進むことになる。 

どんな状況においても、楽しいことであれ、不愉快なことであ
れ、さまざまな「我」が存在し、それは瞑想の技術によって完全に
理解されなければならない。 
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つまり、現実の人生における喜怒哀楽のドラマに介入する「我」の
集団は、統合的に理解された後、神聖なる母なるクンダリーニの力に
よって排除されなければならないのだ。 

心理学的な観察感覚を活用すれば、後者も素晴らしく発達する。そ
うすれば、ワーク前の「我」だけでなく、ワークの最中も「我」を
知覚できるようになる。 

これらの「我」が断ち切られ、崩壊したとき、私たちは大きな安堵、
大きな喜びを感じる。 
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第 22 章 

帰還と回帰 

 

人はその人の人生そのものである。ある人が自分の人生に働きか
けない場合、その人は惨めにも時間を無駄にしていることになる。 

自分の中にある望ましくない要素を排除することによってのみ、
自らの人生を偉大なる作品にすることができるのだ。 

死とは生の始まりに戻ることであり、それには新たな存在の舞台
で再びそれを繰り返す可能性が伴われる。 

偽の秘教主義や偽のオカルト主義者の諸流派は、継続的に続く
人生の永遠の説を唱えているが、そのような概念は間違っている。 

人生は一本の映画である。その上映が終わると、私たちはフィルム
をリールに巻き、永遠に持っていく。 

再入場、帰還が存在する。再びこの世界に戻ることで、私たちは存
在の絨毯に同じ映画、同じ人生を映し出す。 

私たちは、連続する存在という仮説を確立することはできるが、フ
ィルムが同じであるため、連続する人生というテーゼを確立する
ことはできない。 

人間は 3 パーセントの自由な本質と、「我」の間 97 パーセントの
瓶詰めにされた本質を抱えている。 

帰還の際、本質の 3％の自由な部分が受精卵に完全に浸透する。私た
ちは子孫の種の中で継続的に生き続けることは疑いがない。 

人格はそれとはまた異なる。死者の人格に明日はない。後者は
霊廟や墓地でゆっくりと死に絶える。 

わずかな割合の自由な本質だけが、生まれたばかりの子供の中に再
び取り込まれる。 

さまざまな「我」が新生児の周りを回り、自由に行き来し、有機的
な機械の中に入りたがるが、新しい人格が創造されない限り、それ
は不可能である。 

人格とはエネルギー的なものであり、時間を経た経験によって
形成されるものであることを知ることが重要である。 

人格は幼少時代の最初の 7 年間に作られなけれ 

ばならず、その後、経験によって強化され、強固になると書かれ
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ている。 

新しい人格が生まれるにつれて、「我」たちは有機的な機械の中に
少しずつ入り込み始める。 

死とは分数の引き算であり、数学的な演算が終われば、残るのは値
（善と悪、有と無益、正と負の自分）だけである。 

アストラルの光の中で、その値は、普遍的な磁化の法則に従っ
て、互いに引き合ったり反発したりする。 

私たちは空間における数学的な点であり、ある合計値によって
決定される乗り物として機能する。 

私たち一人ひとりの人格の中には、繰り返しの法則の基礎となる
これらの値が常に存在している。 

すべての出来事は、以前に起こったことに、私たちの以前の行動の
結果、もしくは帰結が加わり起こる。 

私たち一人ひとりの中には、前世からの多くの「我」が存在し、そ
のそれぞれが別人であると強調することができる。 

このことは、私たち一人ひとりの中に、異なるコミットメントを
持った多くの人々が生きていることを理解するよう私たちを誘う。 

泥棒の人格の中には泥棒の巣窟があり、殺人者の人格の中には殺人
者のクラブがあり、淫乱者の人格の中には売春宿があり、あらゆる
売春婦の人格の中には売春宿がある。 

私たちが自分の人格の中に抱えているこれらの人々には、それぞ
れ問題と約束がある。 

人の中に人が住んでいる、人間の中に人間が住んでいる。これは
反論、反駁の余地がないものだ。 

これらすべてについて深刻なのは、私たちの中に生きているこれら
の人物や自己のそれぞれが、以前の存在から来たものであり、ある種
の約束事を持っているということだ。 

過去世において、30 歳で恋愛関係にあった「我」は、新たな存在でその年齢
になるまで待ってから姿を現す。そしてその時が来ると、夢に見た恋人を探し、
テレパシーで愛する人とコンタクトし、ついに再会し、その場面が再現される。 

40 歳の時に物質的な財産をめぐっていさかいを起こした「我」
は、新しい存在になっても、その年齢を待ち、また同じいさかい
を繰り返すだろう。 

25 歳の時にパブやバーで他の男とケンカをした「我」は、新たな
存在の中で 25 歳という年齢を待ち望み、敵を探し出して悲劇を繰
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り返す。 
ある対象の「エゴ」はテレパシーの波を通して他の「エゴ」を

探し求め、再び出会って同じことを機械的に繰り返す。 
これこそまさに繰り返しの法則のメカニズムであり、人生の悲

劇なのだ。 
何千年もの間、様々な登場人物が再び出会い、同じドラマ、悲劇、

悲劇が繰り返される。 
人間は、このように、「エゴ」に過剰に奉仕する機械にすぎない。 

この問題全体で最悪なのは、私たちの中にいる人々のこうした約束

が、何の事前情報もなく、私たちが理解できないまま成就してし

まうことだ。 

その意味で、私たち人間の人格は、複数の馬に引かれた荷車に
似ている。 

そこには正確に繰り返される人生があり、決して変わることのな
い反復的な存在がある。 

俳優がいなければ、人生の喜劇、ドラマ、悲劇をスクリーン上で
繰り返すことはできない。 

これらのシーンの役者はすべて、私たちが自分の中に抱えている
「我」であり、太古の存在からやってきたものなのだ。 

怒りの「我」を崩壊させれば、悲劇的な暴力シーンは必然的に終
わる。 

欲の秘密結社を宇宙の塵にすれば、欲の問題は完全になくなる。 

性欲の「我」を消滅させれば、売春宿や性的な忌まわしいシーンも
終わる。 

隠れた嫉妬深い性質を灰にすれば、嫉妬の出来事は根本的に終わ
る。 

プライド、虚栄心、うぬぼれ、独りよがりの「我」を殺せば、これ

らの欠陥の滑稽なシーンは役者不足のために終わるだろう。 

 怠惰、惰性、怠慢という事実を私たちの精神から排除すれば、役者
不足のためにこの種の欠陥のおぞましい光景が繰り返されることはな
い。 

大食いという嫌な「我」を粉々にすれば、宴会や暴飲暴食などは役
者不足で終わるだろう。 

このような複数の自己は、残念なことに、存在のさまざまなレベ
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ルにおいて処理され、その原因、起源、そして最終的に「自分自身」
の死と最終的な解放へと導くキリスト教的手順を知る必要がある。 

内なるキリストを学ぶこと、キリストの秘教を学ぶことは、私たち
に根本的かつ決定的な変化をもたらすための基本である。これについ
ては、次の章で話して行くことにしよう。 
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第 23 章 

内なるキリスト 

 

キリストは火の中の火、炎の中の炎、火のアストラルの印である。 
カルバリの殉教者の十字架の上で、キリストの神秘は 4 文字か

らなる言葉、INRI によって定義されている。「Ignis Natura 
Renovatur Integram（火は絶え間なく自然を再生する）」。 

人の心の中にキリストが降臨することによって、私たちは根本
的に変容する。 

キリストは太陽のロゴスであり、完全な多重統一体である。キリス
トは全宇宙の脈動する生命であり、存在するものであり、常に存在し、
常に存在し続ける。 

宇宙ドラマについて多くのことが語られてきたが、このドラマが 4
つの福音書によって構成されていることは疑いない。 

宇宙ドラマはエロヒムによって地上にもたらされ、アトランティ
スの偉大なる主はこのドラマを生身の人間として演じたのだ。 

偉大なるカビール・イエスもまた、聖地で同じドラマを公的に
演じなければならなかった。 

たとえキリストがベツレヘムで千回生まれたとしても、私たち
の心の中にもキリストが生まれなければ意味がない。 

たとえ、彼が死んで、3 日目に復活したとしても、である。死者の
中で死んでも、私たちの中で再び目覚めなければ意味がない。 

火の性質と本質を見出そうとすることは、神を見出そうとするこ
とであり、その真の存在は常に火という装いで明らかにされてきた。 

燃える茂み（出エジプト記 III 章 2 節）と十誡を授けた後のシナイの
火（出エジプト記 14 章 18 節）は、神がモーセの前に現れた、顕現で
ある。 

聖ヨハネは、白熱して燃え盛る玉座に座る、炎の色をした碧玉で
無愛想な存在の姿の下に、宇宙の所有者を描写している（『黙示録』
4 章  3,5 節）。聖パウロはヘブライ人への手紙の中で、「私たちの
神は貪る火である」と書いている。 

内なるキリスト、天の火は、私たちの中に生まれなければなら
ない。そして、私たちが心理的なワークにおいて十分に進歩した
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時にこそ、彼は生まれる。 
内なるキリストは、私たちの心理的本性から、誤りの原因そのも

のである「原因となる我」を排除しなければならない。 
エゴの原因を解消することは、内なるキリストが私たちの内に誕生

していない限り不可能である。 
生きている哲学的な火、内なるキリストは火の中の火であり、純粋

の中の純粋である。 
火は私たちを包み込み、あらゆる場所で私たちを浴びる。火は空気

を通して、水を通して、そして大地そのものを通して私たちのもとに
やってくる。それらは火を守るものであり、様々な乗り物である。 

天の火は私たちの中で結晶化しなければなら 
ない。それは内なるキリストであり、私たちの深い内なる救世主
である。 

内なる主は、私たちの心理、そして私たちの有機的機械の 5 つのシ
リンダー、精神、感情、運動、本能、性的なプロセスのすべてを司ら
なければならない。 
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第２４章 

キリストの御業 

 

内なるキリストは、心理的「我」の溶解に関するワークにおいて、
内に生じる。 

明らかに、内なるキリストは私たちの意図的な努力と自発的な苦し
みの高みにのみ現れる。 

キリストの火の出現は、私たち自身の人生において最も重要な
出来事である。 

そして内なるキリストは、私たちの精神的、感情的、運動的、本能
的、性的なプロセスのすべて 

を支配する。 

内なるキリストが私たちの深い内なる救い主であることは疑いない。 
完全な主が、私たちの中に入ることによって、不完全であるかのよ

うに思われ、貞潔であることによって、そうでないかのように思われ、
公正であることによって、そうでないかのように思われる。 

これは光の反射の違いに似ている。青いメガネをかければすべて
が青く見え、赤いメガネをかければすべてが赤く見える。 

たとえ主が白い光であっても、外から見れば、誰もが心理的レンズ
を通して主を見る。 

私たちのすべての心理的プロセスを支配することで、完全な主は言
いようのない苦しみを味わう。 

彼は人の中の人となって、多くの試練を乗り越え、言いようのない
誘惑に耐える。 

誘惑は火であり、誘惑に打ち勝つことは光である。 
イニシエートは危険な道を生きなければならない、と書かれて

いる。そして錬金術師はこのことを知っている。 
イニシエートは決意を持って、カミソリの刃の道を行かなければな

らない。この困難な道の両側には恐ろしい地獄が存在する。 
エゴを解消するための困難な道には、現実の世界に根ざした多くの

道がある。 
明らかに、カミソリの刃の道はどこにもつながらない複数の道につ

ながっている。そのいくつかは地獄や絶望に続いている。 
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私たちを宇宙の特定の領域における威厳のある存在に変える道はあ
るが、それは決して永遠の普遍的な宇宙の父の元に私たちを連れ戻す
ものではない。 

一見神聖で、言語に絶するような、魅力的な道もあるが、残念な
ことに、それは地獄のような没落した世界にしかつながらない。 

我を解消する作業では、内なるキリストに完全に身を委ねる必要が
ある。 

時には解決困難な問題が現れる。突然、道は不可解な迷宮に迷い込
み、どこに進めばいいのかわからなくなる。そこでは、内なるキリ
ストと秘められた父のみが私たちを賢く導いてくださる。 

カミソリの刃の道は、内も外も危険に満ちている。 
従来の道徳は役に立たない。道徳は習慣、時代、場所に左右され

る。 
中世では道徳的であったことが、現代では非道徳的であるかもしれ

ない。ある国では道徳的であっても、別の国では非道徳的であったり
する。 

エゴを解消する作業では、自分ではうまくいっていると思って
いても、実はとてもひどい状態、ということがある。 

秘教における進歩の間、変化は必須だが、反動的な人々は過去に
囚われたままである。彼らは時間の中で石化し、私たちが深い心理的
進歩や根本的な変化を遂げると、私たちに対し雷鳴と閃光を放つ。 

人々はイニシエートの変化に抵抗するのではなく、イニシエートが
複数の過去の日々に石化されたままでいることを望むのだ。 

イニシエイトが行ういかなる変化も、即座に不道徳なものとして
分類される。 

キリストの御業に照らしてこの角度から物事を見ると、世の中に書
かれたさまざまな道徳規範が無効であることがはっきりとわかる。 

疑う余地なく、キリストは、真の人の心の中に潜んで顕現し、私た
ちのさまざまな心理状態を監督するようになると、人々は彼のことを
知らないため、彼に残酷で、不道徳で、倒錯的なものというレッテル
を貼る。 

人々がキリストを崇拝していながら、そのような恐ろしい蔑称で彼
を遇するのは逆説的だ。 

無意識のうちに眠っている人々が求めるのは、歴史的で擬人化され
たキリスト像と揺るぎない教義だけである。 

人々は、人間の心の中に内在するキリストを想像することができ
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ない。大衆はキリストの像を崇拝する、それだけである。 
革命的なキリスト、赤いキリスト、反抗的なキリストの粗野な現実

を大勢の人々に語ると、冒涜者、異端者、邪悪な者、不敬な者、冒涜
的な者などという罵倒を受ける。 

このような大衆は、いつも無自覚で、いつも眠っている。「父よ、
彼らをお赦しください。彼らは何をしているのか自分でわからないの
です。」ゴルゴダで十字架につけられたキリストが、なぜ魂の力を込
めてこう叫んだのか、これで理解できるだろう！ 

キリストは一人だが多数いるように見える。それゆえ、キリストは
完全な多重統一体であると言われてきた。「知っている者に、言葉は
力を与える。言葉を顕現させた者以外、誰もそれを口にしたことはな
く、誰も口にすることはない。」 

彼を顕現させることが、複数化された我の高度なワークおいて根本
的なことなのだ。 

完全なる主は、私たちが意識的に自分自身に取り組む努力をする時
に、私たちの中で働いてくださる。 

内なるキリストが私たち自身の心理の中で行わなければならな
い御業は、耐え難い痛みを伴う。 

事実、私たちの内なる主は、私たち自身の魂の奥底で、彼の十字
架の道全体を生きなければならない。 

「あなたの神に懇願する間、あなたの杖で打ちなさい。」と書か
れている。 

「自分を助けなさい、そうすれば私はあなたを助けよう」とも書か
れている。 

聖なる母クンダリーニに懇願することは、望ましくない心理的
集合体を解消することに関しては基本的なことであるが、内なる
キリストは、「私自身」の最も深い深みにおいて、自らの肩に課
した責任に従って賢明に行動する。 



85 
 

 

第２５章 

困難な道 

 

自身でも知らない、あるいは受け入れていない闇の側面が存在する
のは間違いない。私たちは、自分自身の残酷な側面に、意識の光
を当てなければならない。 

グノーシスの研究の目的は、自己認識をより意識的にすることである。 
自分の中に、自分でも知らない、自分でも受け入れないものが多く

存在すると、人生はひどく複雑になり、自己認識によって避けられる
はずのさまざまな事態を実際に引き起こしてしまう。 

ここで最悪なのは、私たちが自分自身の無自覚で無意識な面を他人
に投影し、それを他人に見てしまうことだ。 

例えば、私たちが自分の中に抱えているものに関連して、相手を欺
瞞的、不誠実、小心者などと見てしまう。 

グノーシスはこの点に関して、私たちは自分自身のごく小さな部
分に生きていると言う。つまり、私たちの意識は自分自身のごく一
部にしか及ばないということだ。 

秘教的なグノーシスのワークは、自分自身の意識を明確に拡大す
ることである。 

間違いなく、自分自身との関係が良好でない限りは他者とも良好
な関係を築けず、その結果、あらゆる種類の衝突が起こるだろう。 

直接的な自己観察を通じて、自分自身をより意識することが不
可欠なのだ。 

秘教的なグノーシスのワークにおける一般的なルールは、私たちがあ
る人物を理解できないとき、その人物がまさに私たちが自分自身に
取り組むべき相手であると確信できる、というものである。 

他人について私たちがよく批判することは、自分自身の闇の側面に
あるものであり、それは自分でも知りたくないものであり、気づきた
くもないものである。 

そのような状態にあるとき、自分自身の闇の側面は非常に大きいが、
自己観察の光がその闇の側面を照らすと、自己認識によって意識が向
上する。 

これは胆汁（＊訳注：苦く苦しいもの）よりも厳しい「カミソリ
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の刃の道」であり、多くの者が歩み始めるが、最終目的地に到達す
る者はほとんどいない。 

月に目に見えない隠された側面、未知の側面があるように、私たち
が自分の中に抱えている精神論理的な月も同じなのだ。 

このような心理的な月は、明らかにエゴ、「我」、私、自分自身、
自我で構成されている。 

この心理的な月の中に、私たちは恐怖を与え、私たちをおぞましく
させ、決してそれがあることを受け入れられないような、非人間的
な要素を抱えている。 

残酷な道は、この「存在（ビーイング）」の内なる自己実現の道で
ある！なんという絶壁！なんという困難な階段！なんという恐ろしい
迷宮だろうか！ 

内なる道は何度も紆余曲折し、恐ろしい上り坂や危険な下り坂を経
て、砂の砂漠に迷い込み、進むべき道がわからなくなり、一筋の光さ
えも照らしてくれなくなることがある。 

内も外も危険に満ちた道、言いようのない謎に満ちた道、死の息吹
だけが吹き荒れる道。 

この内なる道では、自分がとてもうまくいっていると思っていると
き、実はとても悪い方向に進んでいることがある。 

この内なる道では、自分がとても悪い方向に進んでいると思ってい
たら、とても良い方向に進んでいることがある。 

この秘密の道では、何が良くて何が悪いのかわからなくなる瞬
間がある。 

通常は禁じられていることが、時として正しいことになる。それ
が内なる道である。 

内なる道における道徳的規範はすべて余計なものである。美しい
格言や道徳的戒律は、ある瞬間には、「存在（ビーイング）」の内
なる自己実現とって非常に深刻な障害となりうる。 

幸いなことに、内なるキリストは、私たちの存在の奥底から、
集中的に働き、苦しみ、叫び、私たちの中にある最も危険な要素を
崩壊させる。 

キリストは人間の心の中で子供として生まれるが、好ましくない要
素を取り除くにつれて、人間の心の中で子供として生まれる。 

私たちの内なる部分は、少しずつ完全な人間へと成⾧している。 
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第 26 章 

三人の裏切り者 

 

深い内的なワークでは、厳格な心理学的自己観察の領域内で、私た
ちは宇宙のドラマ全体を直接目撃しなければならない。 

内なるキリストは、私たちが内に抱えている望ましくない要素
をすべて排除しなければならない。 

私たちの心理的基盤にある複数の心理的集合体は、内なる主が十
字架に掛けられることを望んで叫ぶ。 

疑う余地もなく、私たち一人ひとりは 3 人の裏切り者を心理に
抱えている。ユダは欲望の悪魔、ピラトは心の悪魔、カイファスは
悪意の悪魔である。 

この 3 人の裏切り者は、私たちの魂の奥底で完全なる主を十字架に
張り付けにした。 

これらは、宇宙のドラマにおける非人間な根源的な要素の 3 つ
の具体的な種類である。 

間違いなく、前述のドラマは常に「存在（ビーイング）」の超越
した意識の奥底で密かに生きてきた。 

この、宇宙のドラマは、妄信的な無知な人たちが常に思い込んでい
るように偉大なるカビール・イエスに限られるものではない。 

あらゆる時代のイニシエートたち、あらゆる時代のマスターたちは、
宇宙のドラマを自分自身の中で、今、ここで生きなければならなかっ
た。 

しかし、偉大なるカビールであるイエスは、人種、性別、階級、肌
の色に関係なく、イニシエーションの意味をすべての人々の前に公に
するために、このような内なるドラマを公の場で、白日の下で演じ
る勇気を持っていた。 

この内なるドラマを地上のすべての人々に公に教えてくれる人がい
ることは素晴らしいことだ。 

内なるキリストは、性欲にまみれた者ではなく、自分自身から性
欲の心理的要素を排除しなければならない。 

内なるキリストは、自身が平和と愛であるため、自分自身から怒り
の好ましくない要素を排除しなければならない。 
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内なるキリストは貪欲ではなく、貪欲の好ましくない要素を自分
自身から排除しなければならない。 

内なるキリストは、嫉妬することなく、嫉妬の心的集合体を自分
自身から排除しなければならない。 

内なるキリストは、完全な謙遜、無限の謙虚さ、絶対的な単純さ
であり、内にある高慢、虚栄心、うぬぼれといった嫌な要素を自身
から排除しなければならない。 

内なるキリスト、言葉、創造主ロゴスは、常に絶え間ない活動を
しており、自身の内にある惰性、怠惰、停滞の好ましくない要素を、
自分自身で排除しなければならない。 

完全無欠の主は、あらゆる断絶に慣れ、節制し、決して酩酊や大宴
会の友ではなく、自身の中から大食の忌まわしい要素を消滅させ
なければならない。 

キリスト＝イエス、キリスト＝人間という奇妙な共生、神と人間、
完全と不完全の稀有な混合、ロゴスにとっての絶え間ない試練。 

この中で最も興味深いのは、秘密のキリストは常に勝利者であり、
一貫して暗闇に打ち勝つ者であり、今ここで自分の中の暗闇を取
り除く者であるということだ。 

秘密のキリストは、祭司たちにも、⾧老たちにも、神殿のふるいに
も拒絶された偉大なる反乱の主である。 

司祭たちは彼を嫌っている。つまり、彼を理解せず、完全なるもの
の主に、自分たちの不穏な教義に従った時間の中でのみ生きることを
望んでいるのだ。 

⾧老たち、つまり地上の住人、善良な家人、分別のある人々、経験
豊かな人々は、ロゴス、赤いキリスト、偉大なる反乱のキリストを忌
み嫌う。なぜなら彼は、彼らの昔の癖や習慣、古い時代の反応や石化
した世界を超越する者だからである。 

神殿の律法学者たち、知性の悪党たちは、内なるキリストを忌み嫌う。
なぜなら、キリストは、身体と魂の売り場にあふれている退廃しつつ
ある大学の理論に闘いを宣言した敵、反キリストの対極にある存在だ
からである。 

3 人の裏切り者は、秘密のキリストを死ぬほど憎んでおり、私たち
自身の内側、そして心理的な空間に死をもたらすということだ。 

欲望の悪魔であるユダは、常に主を銀貨 30 枚、すなわち酒、金、
名声、虚栄、姦淫、姦淫などと交換する。 

マインドの悪魔であるピラトは、常に手を洗い、常に自分は無
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実であると宣言し、決して非難されることはなく、常に自分自身と
他者に対して自分を正当化し、自分の責任を回避するための言い逃れ
や抜け穴などを探し続ける。 

悪意の悪魔であるカイアファスは、絶えず自分自身の内にいる主
を裏切る。愛らしい内なる神は彼に羊を飼うための杖を与えるが、
皮肉屋の裏切り者は祭壇を快楽の寝床に変え、絶え間なく姦淫し、
秘跡を売るなどする。 

この 3 人の裏切り者は、愛らしい内なる主を何の同情もなく密か
に苦しめている。 

ピラトは彼のこめかみにいばらの冠をかぶせ、邪悪な「我」たちは
彼を叱りつけ、侮辱し、親密な心理的空間で彼を呪う。 
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第 27 章 

原因のエゴ 

 

エゴを構成する複数の主観的要素には、因果関係の根源がある。 
原因のエゴは、原因と結果の法則と結びついている。結果なき原因、

原因なき結果はありえない。 
私たちの心理的欠陥の本質的原因を根本的に取り除かなければ、

私たちの中にあるさまざまな非人間的要素を取り除くことは考えら
れない。 

明らかに、原因のエゴは特定のカルマの負債と密接に関連して
いる。 

深く悔い改め、それぞれの法の支配者たちと取引することだけが、
望ましくない要素を最終的に排除することにつながる、すべての因果
的要素の崩壊を達成する喜びを与えてくれる。 

私たちの誤りの本質的な原因は、内なるキリストの効率的な働
きによって、確実に根絶することができる。 

明らかに、原因のエゴはしばしば恐ろしく難しい複雑性を抱えてい
る。 

例：秘教主義の生徒がインストラクターに詐取され、その後、その
新参者が懐疑的になる可能性がある。 

この特別なケースでは、このような誤りを引き起こした「我」の
原因は、内面的な悔い改め、非常に特別な秘教的交渉によっての
み崩壊させることができる。 

私たちの内の内なるキリストは、意識的な努力と自発的な苦しみ
によって、私たちの誤りの原因であるこれらの秘密の原因をすべ
て取り除くことに集中的に取り組んでいる。 

完全なる主は、私たちの最も奥深くにおいて、宇宙のドラマのす
べてを生きなければならない。 

原因の世界において、完全なる主が経験するあらゆる苦悩を思
い描くと、人は驚嘆する。 

秘めたるキリストは、因果の世界において、十字架の道の言いよう
のない苦しみをすべて経験する。 

ピラトが手を洗い、自分を正当化したのは間違いないが、結局、
彼は愛らしいお方を十字架に張り付けて死に至らしめたのだ。 
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カルバリーへの上り坂は、先見の明のある入門者にとっては特別な
ものだ。 

カルバリーの荘厳な十字架に磔にされた親愛なるキリストと一体化
した太陽意識は、間違いなく、人間には理解できない恐ろしい言葉
を口にする。 

最後の一節、「私の父よ、私の霊は御手にあります。」では、雷と
稲妻が鳴り響き、大きな激変がそれに続く。 

その後、キリストは釘が抜かれた後、聖骸布に入れられる。 
死によって、内なるキリストは死を殺す。その⾧らく後に、内なる

キリストは私たちの中で必ず復活する。 
疑いなく、キリストの復活は私たちを根本的に変えるために訪れ

る。 
復活したマスターは誰でも、火、空気、水、土に関する並外れた力

を持つ。 
間違いなく、復活したマスターたちは心理的だけでなく肉体的にも

不死を手に入れる。 
偉大なるカビールであるイエスは、聖地にいた時のものと同じ肉体

をもって今も生きている。15、16 世紀、17 世紀、18 世紀に鉛を金に
変え、最高品質のダイヤモンドを作ったサンジェルマン伯爵は、今も
生きている 

16 世紀、17 世紀、18 世紀にかけて、その力でヨーロッパを驚かせ
た謎めいた力持ちのカリオストロ伯爵は、復活したマスターであり、
いまだ同じ肉体を保っている。 
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第 28 章 

超人 

 

「神々は人間を木からお創りになられ、お創りになられた後、人間
を神と融合された。」とアナワク法典に記されている。そしてその後、
こう付け加えられている。「すべての人間が神との統合を望んだわけ
ではなかった。」 

疑う余地なく、まず必要なのは、真なる物と人間を創造するこ
とである。 

間違って人間と呼ばれている知的動物は、決して人間ではない。 
人間と知的動物を比較すれば、知的動物は肉体的には人間に似てい

るが、心理的にはまったく異なるという具体的な事実を、自分自身で
確かめることができる。 

残念なことに、彼らはみな間違った考えを持ち、人だと思い込
み、自分がそうだと決めつけている。 

私たちは人が創造の王だと信じて来た。しかし、知的な動物が、現
在まで自分自身の王であることを示すことはなかった。もし彼が自分
自身の心理的プロセスの王でないなら、もし彼がそれを意のままに動
かすことができないなら、ましてや自然を支配することなどできない
だろう。 

人間が奴隷にされ、自らを統制できず、野獣のような自然の力のおもちゃに
変えられてしまうことを、受け入れることは決してできない。 

私たちは宇宙の王であるか、そうでないか、である。後者の場
合、疑う余地もなく、まだ人間の境地に達していないという具体的な
事実が示される。 

知的動物の性腺の中に、太陽は人間のための細菌を堆積させた。 
そのような細菌が発生したり、永久に失われたりすることは明

らかだ。 
そのような細菌の発生を望むのであれば、太陽が人間を創造し

ようとする努力に協力することが不可欠となる。 
真の人間は、自分の中にある望ましくない要素を排除するという

明白な目的のために、集中して働かなければならない。 
もし真の人間が自分自身からそのような要素を排除しなければ、彼
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は嘆かわしい失敗をするだろう。彼は宇宙の母の流産、敗者となるだろ
う。 

意識を覚醒させる目的で真に自分自身に取り組む人は、神と統合
することができるだろう。 

表向きには、二元性と統合された太陽人間は、事実上、彼自身の権
利として超人になる。 

超人になるのはそう簡単ではない。超人に至る道は、間違いなく善
悪を超えている。 

物事は私たちに都合のいい時は善であり、都合の悪い時は悪だる。
詩の節回しの中には犯罪も隠れている。悪の中にも多くの美徳があり、
美徳の中にも多くの悪がある。 

超人に至る道は「カミソリの刃の道」であり、この道は内外の危
険に満ちている。 

悪は危険であり、善もまた危険である。この恐ろしいの道は善悪を
超越し、ひどく残酷である。 

どんな道徳規範も、超人への道を阻む。あんな日やこんな日、あ
る状況に執着することは、超人への道を阻む可能性がある。 

ルールやプロセスは、それがどんなに賢明であっても、あれやこれ
やの狂信主義や偏見や概念にとらわれていると、超人への前進を妨げ
ることになる。 

超人は善と悪の違い、悪と全の違いを知っており、宇宙の正義の剣
を振るい、善と悪を超越している。 

超人は、善悪の価値観をすべて自分の中で清算し、誰にも理解され
ないものとなった。彼は、モーゼの顔に輝く、生命の普遍的な精神の光線、
炎であり。 

途中のすべての避難所で、何人かの隠者が超人に贈り物を差し出し
たが、超人は隠者の善意を越えて道を進み続けた。 

寺院の神聖な門の下で人々が語ったことは素晴らしい美を携えている。しか
し、超人は人々の敬虔な言葉を超えている。 

超人は稲妻であり、彼の言葉は善と悪の力を崩壊させる真の雷
である。 

超人は闇の中で輝くが、闇は超人を憎む。 
大衆は、超人が議論の余地のない教義にも、敬虔なフレーズにも、

まじめな人々の健全なモラルにも当てはまらないという事実そのも
のによって、変質者のレッテルを貼る。 
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人々が超人を忌み嫌い、犯罪者の間で十字架に張り付けるのは、彼
を理解していないからであり、たとえ邪悪であっても、神聖であると信じ
られている心理的なレンズを通してイエスを見、イエスを偏見で判断している
からである。 

超人は、邪悪な者の上に落ちる稲妻の閃光のようなものであり、あるいは、
理解されずに後に謎の中に失われる何かの輝きのようなものである。 

超人は神聖でも邪悪でもない。彼は神聖さと邪悪さを超越している。そ
れにもかかわらず、人々は彼を聖人だとか邪悪だなどど評価する。 

超人はこの世の霧の中で一瞬輝き、そしていつも通りに、永遠に姿
を消す。 

超人の中で、赤いキリストが輝きを放つ。革命のキリスト、偉大な
る反乱の主。
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第２９章 

聖杯 

 

聖杯はすべての時代の深い夜に輝いている。中世の騎士たちは十
字軍の時代、聖地で聖杯を探し求めたが見つからなかった。 

預言者アブラハムがソドムとゴモラの王たちとの戦いから戻ったと
き、大地の精霊メルキセデクに出会ったと言われている。確かにこの
偉大な存在は、後に預言者たちが愛した都市エルサレムが建設され
た、まさにその場所にある要塞に住んでいた。 

アブラハムはメルキゼデクの前でパンとぶどう酒を分かち合い、グ
ノーシスの油注ぎを祝ったと古くから言い伝えられている。 

その後、法の書にあるように、アブラハムがメルキゼデクに什分の
一と初穂を与えたことは言うまでもない。 

アブラハムはメルキゼデクから聖杯を受け取り、ずっと後の時代に、
この杯はエルサレムの神殿に捧げられた。 

シバの女王がこの出来事の進行役を務めたことは間違いない。彼
女は聖杯を持ってソロモン王に身を呈し、厳密な試練の後、彼に貴
重な宝石を贈った。 

偉大なカビール・イエスは、第四の福音書に記されているように、
最後の晩餐の神聖な儀式でその杯を飲んだ。 

アリマタヤのヨセフは、カラヴェラス山で愛しい方の傷から流れ出
た血で聖杯を満たした。 

ローマ警察が前述の元老院議員の家を家宅捜索した際、この貴重な
宝石は見つからなかった。 

ローマの元老院議員は、その貴重な宝石を隠しただけでなく、ロ
ーマの百人隊⾧が主の脇腹を刺したロンギブスの槍も地中に隠し持
っていた。 

アリマタヤのヨセフは、聖杯を渡すことを拒否したため、恐ろ
しい牢獄に閉じ込められた。 

前述の元老院議員は出獄すると、聖杯を携えてローマに向かった。 
ローマに到着したアリマタヤのヨセフは、ネロのキリスト教徒迫

害に遭遇し、地中海の海岸に向かった。 
ある夜、夢の中で天使が現れ、こう言った。 
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「この聖杯には世界の救世主の血が入っているため、偉大な力が込められ
ている。」アリマタヤのヨセフは天使の命令に従い、スペインのカタ
ルーニャ州モンセラットにある神殿にこの聖杯を埋めた。 

やがてその聖杯は、神殿や山の一部とともに隠されてしまった。 
聖杯はヘルメスの杯であり、サロモンの杯であり、すべての神秘の

神殿の貴重な壷である。 
契約の箱は、荒野のマナを納める杯やゴモールの形をしており、同

盟の祭壇石には聖杯は欠かせなかった。 
聖杯は女性的な「ヨニ」を強調的に分類し、この聖杯の中には不

死の甘露、神秘主義者のソーマ、聖なる神々の至高の飲み物が入っ
ている。 

赤きキリストはキリスト化の至高の時に聖杯を飲む、と主の福音書
に記されている。 

聖杯は神殿の祭壇には欠かせない。司祭が聖杯の光のワインを飲ま
なければならないのは明らかだ。 

すべての時代に、祝福の杯が欠けた神秘の神殿があると考えるの
は馬鹿げている。 

これは、ランサローテ島のスクラとマンティのおいしい杯にワイ
ンを注いだジンのジンの女王グィネヴィアを思い出させる。 

不滅の神々は聖杯に含まれる飲み物を糧とし、祝福された杯を憎
む者は聖霊を冒涜する。 

超人は、神殿の神聖な聖杯に含まれる不死の甘露を飲まなければ
ならない。 

聖なる器から飲むことを求める際には、創造的エネルギーの変
換は基本である。 

赤きキリストは、常に革命的で、常に反抗的で常に英雄的で、常に
勝利的であり、黄金の聖杯を飲んで神々に乾杯する。 

杯をしっかり上げ、貴重なワインを一滴でもこぼさないように注
意しなさい。 

私たちのモットーの標語が「テレマ」（意志）であることを忘れな
いでほしい。 

女性の性器を象徴する聖杯の底からは炎が吹き出し、超人の炎のよ
うな顔に輝く。 

すべての銀河の無限の神々は、常に永遠の聖杯から不死の酒を飲
んでいる。 
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やがて、月の冷たさが退化をもたらす。錬金術の聖なる容器で光の聖な
るワインを飲まなければならない。。 

聖なる王たちの紫、王冠、燃えるような金は、赤きキリストのため
だけのものだ。 

雷と稲妻の主は右手に聖杯を持ち、自らを養うために黄金のワイ
ンを飲む。 

化学的な性行の最中にヘルメスの杯をこぼした者は、事実、冥界の
人ならざる生き物になる。 

ここに書いたことの詳細はすべて、拙著『完全なる結婚』に記されて
いる。
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